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は じ め に
筆者はこれまでミネソタ人口センターの NAPPプロジェクト（North Atlantic Population
Project）における1881年のデータベースを利用してイングランド・ウェールズ，スコット
ランドにおけるアイルランド人移民の家族構造を移民元であるアイルランドにおける家族構
造との比較史的視角からイングランド・ウェールズ，スコットランドにおけるアイルランド
移民の家族構造における特徴を析出する作業をしてきた〔清水，2005，2006，2007]。そし
てアイルランド移民の理論的パースペクティブとしてプル・プッシュ要因に基本的なスタン
スがおかれていたが，そこには単に二国間におけるプル・プッシュ要因に限定するのではな
く，中間に媒介変数になる国の介在を想定したプル・プッシュ要因であった。すなわちアイ
ルランド人移民は隣国であるイギリスにまず移住し，次の段階でアメリカ，カナダへ移民す
る可能性をかなり潜在的にもつものと思われたからである。
ところでこれまでのアメリカの移民史研究には膨大な研究の蓄積があるのであり，ここで
はそれ自体が研究テーマでもなく，それらを検討することはアメリカ史研究者ではない筆者
には力量的にも不可能である。最近のアメリカにおけるアイルランド人移民研究として
Kevin Kenny編集による『New Directions in Irish-American History』があげられる。そこで
は Kevin Kennyは1960年以降からアメリカ史研究が大きく変化したことを指摘している。
すなわちそれまでのアメリカ史研究は政治，外交，商業が中心的テーマであったが，その後
それらを決して放棄したわけではないが,「トップダウン」より「ボトムアップ」から歴史
を捉えるというスタンスに変化していると彼はみなしている［Kevin Kenny, 2003, 1]。移民
史研究にもそのような研究の方向性を目指すべきであるといえよう。したがって筆者もその
ような立場から，以下ではアメリカの1880年センサスをデータとしてアメリカにおけるアイ
ルランド人移民の家族構造をボトムアップ的に明らかにすることが本稿の課題である。
１．アメリカにおけるアイルランド人移民研究
これまでの代表的なアメリカにおけるアイルランド人移民研究をみておくと，どちらかと
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いえば通史的研究として Arnord Schrierによる『Ireland and the American Emigration 1850
1900 (初版1958，再版1985)』, Kerby A. Millerによる『Emigrants and Exiles (1985)』, Kerby
A. Miller, Arnold Schrier, Brauce D. Boling and David N. Doyle による『Irish Immigrants
(2003)』，P. J. Drudy編集による『The Irish in America: Emigration, Assimilation and Impact
(1985)』，Donald H. Akenson による『Small Dififfrence, Irish Catholics and Irish Protestants
18151922 (1988)』,『The Irish Diaspora (1993)』,「The Historiography of Irish in the United
States of America (1992)｣, Kevin Kennyによる 『The American Irish (2000)』, Andy Bielenberg
編集による『The Irish Diaspora (2000)』，Timothy J. Meagherによる『The Columbia Guide to
Irish American History (2005)』などがある。
そしてアイルランド人移民のモノグラフ的研究として James, J. Kaneによる『The Irish
Immigrant in Philadelphia 18401880 (1950)』，S. M. J. McDonaldによる 『History of the Irish
Wisconsin in the Nineteenth Century (1954)』, Mary C. Mattis による『The Irish Family in
Buffalo, New York, 18551875: A Social-Historical Analysis (1975)』，Patrick J. Blessingによる
『West among Strangers: Irsh Migration to California, 1850 to 1880 (1977)』，R. A. Burchellに
よる『The San Francisco Irish 18481880 (1979)』，David M. Emmoms による『The Butte
Irish, Class and Ethnicity in an American Mining Town, 18751925 (1989)』，Timothy J.
Meagher による『Inventing Irish America, Generation, Class, and Ethnic Identity in a New
England City, 18801928 (2001)』, Brian C. Mitchellによる『The Paddy Camps, The Irish of
Lowell, 182161 (2006)』などがあげられる。
しかしここではそれらの先行研究を検討する余裕がないので，筆者の問題意識と関連する
先行研究として Patrick J. Blessingによる「Irish Emigration to the United States, 18001920:
an overview」の論文を中心にしながら T. W. Guinnane, C. M. Moehling, C. による
『The Fertility of the Irish in America in 1910』の研究からの知見にもとづいてアメリカにお
けるアイルランド人移民の分析枠組みを構築しておきたい。
Blessingは1800～1920年にアメリカに移動したアイルランド人に焦点を置き，19世紀初期
にはアルスターからの熟練労働者のプロテスタントの移民が支配的であったが，他方では貧
困な未熟練労働者のカトリック移民の支配的形態が認められ，それらの非対称性を年齢，性，
職業，家族パターン，識字能力による移民の選択の能力，つまりそれは出国時の経済的，社
会的，文化的意味の相違に注目した研究である［Patrick, J. Blessing, 1985, 11]。そこでのス
タンスはプロテスタントとカトリックの宗派的相違による移民に着目したものであり，その
方向性は Donald H. Akensonの研究［1988］にも同じく強く認められるのである。すなわち
それはアルスター地方では他のマンスター，レンスター，コノート地方と比較すれば，イギ
リスへの移民数よりアメリカへの移民数の多さに強く顕現していることからも判断される。
そしてアイルランドでは Blessing は19世紀初期には典型的農村の家庭的集団（domestic
group）が核家族であり，小区画の土地を保有し，近隣の土地保有農である親族や友人によ
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り援助されていた農民であったことを明確にしている［Patrick, J. Blessing, 1985, 15]。しか
し，1833年以降農民の結婚年齢が遅くなり，若い人々の結婚の延期が強く認められることに
なる。それに加えて土地なし層が大量発生することにより，アメリカへの移民が彼らの調整
装置としての役割を果たすことになったものと理解したのである［Patrick, J. Blessing, 1985,
16]。
さらに1845年における大飢饉が独身者の増加や晩婚化を加速させることになるが，この時
期に徐々に直系家族（stem family）が支配的になってきたと想定している。つまり１人の子
供が，とくに年長者の子供が結婚し両親と同居し，財産を相続し家族を形成することになる。
この直系家族の形成は他のヨーロッパにおける晩婚化と一致しており，カトリックの聖職者
が婚外での性的密通を強く規制し，アイルランドでの国内家庭でも国外の家庭でもアイルラ
ンド人の低い非嫡出子を要求したのであるという［Patrick, J. Blessing, 1985, 178]。したが
ってそれはアイルランドとアメリカでの結婚後における出生率の高さと相関してくるものと
みなされてよい。この高い出生率の特質は先稿で検討した T. W. Guinnane, C. M. Moehling,
C. の研究にも指摘されている。彼らは1910年のセンサスを用いてアイルランド人
移民がアメリカ移住後に出生コントロールを取り入れたが，アイルランド人移民の出生率は
ネイティブなアメリカ人より高いが，アイルランド本国より低いという出世力パターンの仮
説を提起している［T. W. Guinnane, C. M. Moehling, C. 2002]。
以上のように Blessingがアイルランドにおける家族システムの変化を捉えながら，アイ
ルランド人移民の世帯を一般的に両親と子供から形成される二世代の核家族であったが，そ
の後直系家族に変化したという家族変動の枠組を構築したことは注目される［Patrick, J.
Blessing, 1985, 26]。そして家族や親族ネットワークに基づいたアメリカにおけるアイルラ
ンド人移民のコミュニティはカトリック聖職者や政治的ボスによりその構造が強化されてい
ることも明らかにされている［Patrick, J. Blessing, 1985, 28]。
このような Blessingにより提起されたアイルランド人移民の家族およびコミュニティの
先行研究から得られた知見は筆者がこれまでイギリスにおけるアイルランド人移民の家族構
造を明らかにする分析枠組みを強化させてくれるものといえる。しかし Blessingが直系家
族形成に縁組婚システムや持参金制度にまったく注目していないことに問題点を残している
といえる。
筆者はアイルランドでは19世紀初期には家族システムは単純家族世帯が支配的であったが，
それ以降不分割相続への変化，縁組婚の浸透により拡大家族世帯および多核家族世帯が19世
紀中頃から1950年ごろまで支配的であったと想定している。ところでアイルランド本国で直
系家族システムから排除された継承者以外の若い人々はアイルランドで未発達な工業化の都
市での就業よりも海外への移住を強く求めたのである。そしてアイルランド人移民における
性別の割合がほぼ同じであることも注目される特徴といえる。さらにこれまで筆者が検討し
てきたイングランド・ウェールズやスコットランドへの移民よりアメリカへの移民が断然多
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かったのである。そこにはアイルランドとアメリカにプル・プッシュ要因が強く作用してい
たと思われるのである。アイルランド人移民は移民一世の段階ではゲットー的コミュニティ
を形成していたが，二世，三世の世代は各地方に序々に地理的移動および熟練工やホワイト
カラー層へ社会的移動を経験することにより，アメリカのネイティブな社会に融合していく
過程をたどることになったと思われる。
そこで以下においてアイルランドからアメリカへの移民の家族をアメリカにおける1880年
の人口センサスの原簿をデータとして明らかにすることが本稿の課題なのであるが，アイル
ランド人移民は個人単位による適応よりもどちらかといえば家族を形成し，家族単位で最大
限の収入獲得による幸福を追求するために家族員全員が就労する形態を選択し，できるだけ
単純な家族編成による家族戦略を求めたものと思われる。T. J. Meagherもその家族戦略の
視点に立脚している［Timothy J. Meagher, 2001, 5258]。それゆえ家族構造も単純家族世帯
が支配的構造になってくるのであり，移住元のアイルランドの家族構造とは相違した家族を
選択したのである。しかし他方では受入国の家族と相違する伝統的性格やそれらを修正しな
がらもアイルランド人のアイデンティティーを維持しているところは世帯編成にも顕現して
いるものといえよう。
そこで以上でアメリカにおけるアイルランド人移民の家族構造に関して提起した仮説を以
下で検証することが筆者の課題になってくる。
２．アメリカにおける移民の地域的属性
アメリカの第１回の人口センサスは1790年であるが，その時の人口は約393万人で，その
当時の白人の出身先はイギリス諸島が中心であり，それが78.9％であった。それ以外ではド
イツ系が8.7％，オランダ系が3.4％，フランス系が1.7％という順序であるが，アメリカへの
移民がほとんどイギリスからの移民であったことは周知のことである。そしてイギリス系の
なかでもイングランド・ウェールズが60.9％，スコットランド系が8.3％，アイルランド系
が9.7％を占めていたのである [野村，1992，33]。それ以降人口は増加し続けるのであるが，
1830年には1287万人，1850年には2320万人，1860年には3144万人，1880年には5016万人へ増
加していくのである。
その人口増加と移民流入数を関連させれば1841～1850年の移民数が171万人，1851～1861
年が260万人，1861～1870年が231万人，1871～1880年が282万人という数字に見られるよう
に，アメリカの人口増大がこれら移民によるところが多いことは言うまでもない [野村，
1992，79,]。一般的にアメリカへの移民には植民地・従属国の支配目的と労働力目的の２つ
に区分がなされるといわれている [野村，1992，78]。そして1880年までの移民元はイギリ
ス，ドイツ，アイルランド，北欧の国であり，アメリカへの移民の特徴として西部での自営
農民になること，労働力不足に悩むアメリカ産業における労働者になるという２つの方向性
が認められるといわれているが [野村，1992，82]，両者ともにプル要因であるとみなされ
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てよく，とくにアメリカの工業発展はこのような移民労働により推進されたものといえよう。
ところでアメリカの人口センサス報告書はイギリスのそれと比較すれば，かなり詳細な結
果がみられ，とくに 『アメリカにおける人口と出生地の統計』 は州別の移民データに関して
かなり詳細な情報が含まれている。例えば Statistics of the Population on the Unitedの章で
は出生地別の人口が記載され，それはイギリスではイングランド・ウェールズ出生者，アイ
ルランド出生者，スコットランド出生者に区分され，その他のヨーロッパではベルギー，デ
ンマーク，フランス，ドイツ，イタリア，オランダ，ノルウェー，スペイン，ロシア，ポー
ランド，ポルトガル，スイス，それ以外のヨーロッパという区分で集計されている。
また職業の項目では，農業に関しては州別，男女別，年齢別のクロス集計がみられ，さら
に出生地別（アメリカ，アイルランド，ドイツ，グレート・ブリテン，スウェーデン，ノル
ウェーなど）の区分による分布も記載され，そこからある程度のデータを得ることができる。
しかし，筆者が追究している家族や移民の職業（世帯主，配偶者，子供別など）まで踏み
込んだデータをそこから得ることはできないのであり，さらに，各データのクロス集計が不
可能であるという致命的欠陥を持っており，それらの作業をするには原簿にまで戻らねばな
らないのである。幸運にも1880年の人口センサスにおける全人口データがミネソタ大学人口
センターの NAPPプロジェクトでデータベース化されているので，それを利用することに
より以下で移民と家族の検討を遂行することができるのである。ところが NAPPのアメリ
カのデータにはハメル＝ラスレットによる世帯類型の変数が入力されておらず，アメリカの
家族構造を分析するにあたってそこに致命的問題が存在していることを付け加えておかねば
ならない。
まず Table 1 は大きく国と地域別に1880年における移民元の人口を示したものである。全
体的には当然アメリカ出生者が86.4％で一番多いが，以下先述したようにドイツ人の3.9％，
アイルランド人の3.7％，イギリス人の1.8％，カナダ人の1.4％，ノルウェー人とスウェーデ
ン人の0.4％，フランス人の0.3％，スイス人の0.2％，チェコ人の0.2％という順序を示して
いる。それを世帯単位で見ておくと，アメリカ出生者が74.5％で一番多いのが当然であるが，
それ以外では，ドイツ人の8.5％，アイルランド人の7.3％，イギリス人の3.5％，カナダ人の
1.9％，ノルウェー人の0.6％，スウェーデン人の0.6％，スイス人の0.4％，チェコ人の0.3％
という順序を示すが，そこには個人単位の割合と少し相違がそこに認められるのである。
アイルランド人移民は1845年の大飢饉に大量にアメリカに移住しているが，それ以降も移
住を継続させており，1880年にアメリカでかなりの割合をドイツ人移民と同じような移民的
地位を占めていたことが理解されるのである。
ところで，このようなアイルランド人移民はどのような地域から移住してきていたのだろ
うか。Blessingは1821～1911年までのアメリカにおけるアイルランド人の出生地別人口を示
す貴重な統計を提供してくれている。Table 2 はそれを割合にして示したものである。
Table 2 で飢饉以前におけるアイルランド移民元を見れば，マンスターとアルスターがほ
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ぼ同じ割合で30％程度を占めていたのであるが，飢饉以降ではマンスターが減少し，反対に
アルスターが増加しているという顕著な特徴がみられる。また一番貧困地域のコノートより
マンスターが多いという点にも注目しておきたい。それに対してレンスターがほぼ 14 で，
コノートが15％程度をしめており，この期間においてこの２つの地方には大きな変化が認め
られないのである。アルスター地方の移民が多い１つの原因としてプロテスタントというキ
リスト教の宗派的要素および熟練工の多さなどが関係しているものと推察されるのである。
つぎに各地方の内容を州別に立ち入ってみておくと，本稿の対象時期である1881年にはコー
クが一番多く，それは全体の9.6％を占め，以下ダブリン市とダウン州の4.8％，ゴールウェ
ー州とメイヨー州の4.7％，ベルファーストの4.0％という順序を示している。これらと同じ
傾向があることを R. H. Bayor & T. J. Meagherも指摘している [R. H. Bayor & T. J. Meagher,
1996, 286]。
つぎにそれらのアイルランド人移民がアメリカのどこに分布しているのかを地域別にみて
おこう。アイルランド人移民をアメリカ全体で見れば，アイルランド人移民の移住地は中部
大西洋 (Middle Atlantic) が一番多く，それは44.1％を占め，以下ニューイングランド (New
England）の19.7％，北東中央部（East North Central）の16.4％，北西中央部（West North
Central）の9.2％という順序であり，アメリカの東部から北中央部に限定した分布がそこに
顕著に認められる。イギリス人移民もほぼ同じ分布をしているが，ドイツ人移民では北東中
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Table 1．Percentage of Country of Birth in the United States (1880, ％)
Country
New
England
Middle
Atlantic
East
North
Central
West
North
Central
South
Atlantic
East
South
Central
West
South
Central
Mountain Pacific N
Mexico 0.1 0.7 0.3 0.4 0.2 0.2 63.8 22.0 12.5 68501
United States 7.4 19.4 21.3 12.3 17.0 12.6 7.2 1.1 1.8 43607352
China 0.5 1.3 0.4 0.5 0.1 0.1 0.7 13.8 82.6 102632
Czech Republic 0.5 11.1 38.7 41.8 1.4 0.1 5.6 0.2 0.4 92240
Poland 2.0 29.3 46.7 13.2 1.9 0.8 3.1 0.7 2.3 65742
Russia /USSR 1.8 19.9 7.8 63.2 1.3 0.6 1.5 1.3 2.6 32499
Denmark 2.1 8.2 30.8 33.6 0.7 0.5 1.4 15.6 7.2 62841
Ireland 19.7 44.1 16.4 9.2 2.9 1.6 1.3 1.1 3.7 1877878
Norway 0.6 1.5 38.5 55.8 0.1 0.1 0.5 1.2 1.6 182522
Sweden 4.6 10.4 32.9 43.7 0.4 0.4 0.9 3.7 3.0 195445
United Kingdom 12.1 34.5 26.6 11.8 2.7 1.2 1.5 5.3 4.3 912711
Italy 7.8 43.0 8.5 5.4 3.1 2.7 7.3 5.1 17.1 45261
Austria 1.7 26.4 29.8 24.4 1.9 1.3 6.0 2.1 6.3 36656
France 3.3 30.8 27.4 12.7 1.9 2.8 10.8 1.8 8.5 126584
Germany 1.8 29.2 38.7 18.8 3.5 2.0 2.8 0.7 2.4 1984683
Netherlands 1.5 23.7 54.2 15.9 1.2 0.6 0.7 0.6 1.5 54724
Switzerland 1.6 22.1 37.1 22.2 2.0 2.7 2.3 3.2 6.8 90595
Source: NAPP U. S. 1880 Datafile
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Table 2．Population of Ireland by County and Province in the United States, 18211911
1821 1831 1841 1851 1861 1871 1881 1891 1901 1911
Leinster 25.8 24.6 24.1 25.6 25.1 24.7 24.7 25.4 25.8 26.5
Carlow 1.1 1.1 1.1 1.0 1.0 1.0 0.9 9.0 0.8 0.8
Dublin County 2.3 2.3 1.7 2.2 2.7 2.9 3.3 3.7 3.5 3.9
Dublin City 2.6 2.6 2.8 4.0 4.4 4.6 4.8 5.2 6.5 6.9
Kildare 1.5 1.4 1.4 1.5 1.6 1.5 1.5 1.5 1.4 1.5
Kilkenny 2.7 2.5 2.5 2.4 2.1 2.0 1.9 1.9 1.8 1.7
King’s County 1.9 1.9 1.8 1.7 1.6 1.4 1.4 1.4 1.3 1.3
Longford 1.6 1.5 1.4 1.3 1.2 1.2 1.1 1.1 1.0 1.0
Louth 1.8 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.5 1.5 1.5 1.5
Meath 2.3 2.3 2.2 2.2 1.9 1.8 1.7 1.6 1.5 1.5
Queen’s County 2.0 1.9 1.9 1.7 1.6 1.5 1.4 1.4 1.3 1.2
Westmeath 1.9 1.8 1.7 1.7 1.6 1.5 1.4 1.4 1.4 1.4
Wexford 2.5 2.4 2.5 2.8 2.5 2.5 2.4 2.4 2.3 2.3
Wicklow 1.6 1.6 1.5 1.5 1.5 1.5 1.4 1.3 1.4 1.4
Munster 28.4 28.6 29.3 28.4 26.1 25.7 25.7 24.9 24.1 23.6
Clare 3.1 3.3 3.5 2.2 2.9 2.7 2.7 2.6 2.5 2.4
Cork 10.7 10.4 10.4 9.9 9.4 9.6 9.6 9.3 9.1 8.9
Kerry 3.2 3.4 3.6 3.6 3.5 3.6 3.9 3.8 3.7 3.6
Limerick 4.1 4.1 4.0 4.0 3.7 3.6 3.5 3.4 3.3 3.3
Tipperary 5.1 5.2 5.3 5.1 4.3 4.0 3.9 3.6 3.6 3.5
Waterford 2.3 2.3 2.4 2.5 2.3 2.3 2.2 2.1 2.0 1.9
Ulster 29.4 29.4 29.1 30.6 33.0 33.9 33.6 34.4 35.4 36.0
Antrim 3.4 3.5 3.5 4.0 4.4 4.5 4.5 4.6 4.4 4.4
Armagh 2.9 2.8 2.8 3.0 3.3 3.3 3.2 3.0 2.8 2.7
Belfast 0.5 0.7 0.9 1.3 2.1 3.2 4.0 5.4 7.8 8.8
Cavan 2.9 2.9 3.0 2.7 2.7 2.6 2.5 2.4 2.2 2.1
Donegal 3.7 3.7 3.6 3.9 4.1 4.0 4.0 3.9 3.9 3.8
Down 4.8 4.5 4.4 4.9 5.2 5.1 4.8 4.8 4.6 4.7
Fermanagh 1.9 1.9 1.9 1.8 1.8 1.7 1.6 1.6 1.5 1.4
Londonderry 2.9 2.9 2.7 2.9 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2
Monagham 2.6 2.5 2.5 2.2 2.2 2.1 2.0 1.8 1.7 1.6
Tyrone 3.8 3.9 3.8 3.9 4.1 4.0 3.8 3.6 3.4 3.2
Connacht 16.3 17.3 17.4 15.4 15.7 15.6 15.8 15.4 14.5 13.9
Galway 5.0 5.3 5.4 4.9 4.7 4.6 4.7 4.6 4.3 4.2
Leitrim 1.8 1.8 1.9 1.7 1.8 1.8 1.7 1.7 1.6 1.4
Mayo 4.3 4.7 4.8 4.2 4.3 4.5 4.7 4.7 4.5 4.4
Roscommon 3.1 3.2 3.1 2.7 2.7 2.6 2.6 2.4 2.3 2.1
Sligo 2.2 2.2 2.2 2.0 2.2 2.1 1.6 2.1 1.9 1.8
N 6801827 7767401 8170263 6539146 5798564 5412377 5174836 4704750 4458775 4390209
Source: P. J. Blessing, 1992, 3167
央部 (38.7％)，中部大西洋（26.6％)，北西中央部（18.8％）が多く分布しているのに対し
て，ニューイングランドにはほとんど移住していないという地域的相違がみとめられるので
ある。
Table 3 は州別・出生者別人口分布を示したものである。アイルランド人移民の場合５％
以上の州が５州，３％以上の州が９州であり，カナダ人移民（４州と９州)，イギリス人移
民（６州と１州）と大きな相違は存在しない。しかしアメリカ出生者の場合には５州と14州
であり，移民の場合より地理的拡散性がみられるのに対して，移民の場合には居住地の集中
性が強くみられるものとみなされてよい。そしてアイルランド人移民が一番集中している州
はニューヨーク州の26.6％であり，以下ペンシルベニア州の12.6％，マサチューセッツ州の
12.1％にその集中性がみられるところが特徴といえる。イギリス人移民の場合には，アイル
ランドと同じくニューヨーク州が一番多く16.6％，以下ペンシルベニア州（13.5％)，オハ
イオ州（6.8％)，マサチューセッツ州（6.7％）という順序を示しているが，カナダ人移民
の場合にはミシガン州が一番多く20.7％を占め，マサチューセッツ州（16.7％)，ニューヨ
ーク州（11.7％）という順序であり，そこに相違が少しみられるものの，ほぼ同じ地域に集
中するという性格を強く持っているといってよい。ミシガン州が多いのはカナダのオンタリ
オ州から移住しやすい地理的要因も影響しているのではないだろうかと思われる。つまり以
上の分析から移民は地理的集中性を強くもつという特性がそこから抽出できるのである。
Table 4 は州別・出生地別に世帯主の居住地分布を示したものであるが，Table 3 の人口分布
とほぼ同じ特徴をもった分布であるとみてよいだろう。
以上のような人口分布に対して，つぎに Table 5 で州別，出生地別の性別分布の割合を見
ておきたい。一般的に移民は男性の移民が女性の移民より多いといわれているが，それをア
イルランド人移民にも妥当するのかどうかを検討しておきたい。そこで全体的に性別分布を
見れば，アメリカをはじめカナダ出生者，イギリス出生者ともに男性が女性より多いという
ことが明らかであるが，アイルランド出生者の場合には男性が47.9％，女性が52.1％であっ
た。アメリカ出生者の場合には50.3％と49.7％でありイギリス人移民とカナダ人移民とに顕
著な相違が認められるのである。アイルランド人の移民元の人口分布では男性が女性より少
し少ないという傾向があったが，それは1881～1891年における１年ごとの男女別移民数を見
れば女性が多かったことによるものといえる。そのように移民先のアメリカにおいて国別に
男女比に顕著な相違が認められるのである。以上からそれは1891年まではアイルランド人移
民は意外に女性の方が多かったことを示したものであり [Commission on Emigration and
other Population Problems, 1954, 115], とくにアイルランド人移民が多い州であるニューヨ
ーク，マサチューセッツ，ペンシルベニアでは女性が56％，男性が44％であるという違いが
認められるが，アメリカ出生者においてもそれらの州は男性より女性が多いことも特徴とみ
られる。その理由は後述するように就業構造と関連しているように思われる。
以上のような移民の人口学的特性をもつアイルランド人移民，イギリス人移民，カナダ人
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Table 3．Percentage of Population by State in the United States (1880, ％)
Code State Canada U.S. Ireland G.B. Total (％) N (population)
1 Connecticut 2.3 1.1 3.8 2.2 1.3 598218
2 Maine 5.2 1.3 0.7 0.6 1.4 644219
3 Massachusetts 16.7 3.1 12.1 6.7 3.7 1745093
4 New Hampshire 3.8 0.7 0.7 0.5 0.7 344642
5 Rhode Island 2.6 0.5 1.9 1.7 0.6 269965
6 Vermont 3.5 0.7 0.6 0.4 0.7 328960
11 Delaware 0.0 0.3 0.3 0.2 0.3 144825
12 New Jersey 0.5 2.1 5.0 4.4 2.2 1044847
13 New York 11.7 8.9 26.6 16.6 9.8 4596122
14 Pennsylvania 1.7 8.5 12.6 13.5 8.6 4063903
21 Illinois 4.7 5.7 6.2 8.3 5.8 2718534
22 Indiana 0.8 4.2 1.4 1.6 4.0 1876110
23 Michigan 20.7 2.9 2.3 6.0 3.2 1492656
24 Ohio 2.2 6.4 4.2 6.8 6.3 2952870
25 Wisconsin 4.0 2.1 2.2 3.9 2.2 1014767
31 Iowa 2.9 3.1 2.3 3.5 3.1 1456974
32 Kansas 1.8 2.0 0.8 2.2 2.0 931018
34 Minnesota 4.0 1.2 1.4 1.4 1.2 579182
35 Missouri 1.5 5.0 3.9 3.1 4.9 2291052
36 Nebraska 1.2 0.8 0.5 1.2 0.8 384318
37 South Dakota 1.5 0.2 0.2 0.4 0.2 101276
40 Virginia 0.1 3.4 0.3 0.4 3.2 1501004
41 Alabama 0.0 2.9 0.2 0.2 2.7 1256020
42 Arkansas 0.1 1.8 0.1 0.2 1.7 794619
43 Florida 0.1 0.6 0.0 0.1 0.6 261113
44 Georgia 0.0 3.5 0.2 0.2 3.3 1535492
45 Louisiana 0.1 2.0 0.7 0.4 1.9 902565
46 Mississippi 0.0 2.6 0.1 0.2 2.4 1123762
47 North Carolina 0.1 3.2 0.0 0.1 3.0 1395700
48 South Carolina 0.0 2.3 0.1 0.1 2.1 990058
49 Texas 0.3 3.4 0.4 0.9 3.2 1494106
51 Kentucky 0.1 3.6 1.0 0.6 3.4 1606593
52 Maryland 0.1 2.0 1.2 1.0 1.9 882693
54 Tennessee 0.1 3.5 0.3 0.3 3.3 1533072
56 West Virginia 0.0 1.4 0.3 0.3 1.3 609551
61 Arizona 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 26480
62 Colorado 0.8 0.4 0.4 1.3 0.4 179594
63 Idaho 0.1 0.1 0.1 0.2 0.1 25933
64 Montana 0.4 0.1 0.1 0.2 0.1 34376
65 Nevada 0.4 0.1 0.3 0.6 0.1 50069
66 New Mexico 0.0 0.3 0.0 0.1 0.2 111903
67 Utah 0.1 0.2 0.1 2.7 0.3 12639
68 Wyoming 0.1 0.0 0.1 0.2 0.0 18230
71 California 2.7 1.3 3.4 3.6 1.5 684488
72 Oregon 0.4 0.3 0.2 0.5 0.3 154735
73 Washington 0.4 0.1 0.1 0.3 0.1 66883
98 District of Columbia 0.1 0.4 0.4 0.2 0.4 169743
Total 716731 43607352 1877878 912711 47114672
Source: NAPP U. S. 1880 Datafile
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Table 4．Percentage of Households by State in the United States (1880, ％)
Code State Canada U.S. Ireland G.B. Total (％) N (households)
1 Connecticut 2.0 1.2 3.6 2.0 1.5 129263
2 Maine 5.0 1.7 0.8 0.6 1.6 142427
3 Massachusetts 14.0 3.2 11.5 5.6 4.2 370121
4 New Hampshire 3.0 0.9 0.6 0.5 0.9 80670
5 Rhode Island 2.0 0.5 1.7 1.4 0.7 58462
6 Vermont 4.1 8.0 0.7 0.4 0.8 73628
11 Delaware 0.0 0.3 0.3 0.2 0.3 27688
12 New Jersey 0.5 2.0 4.8 4.0 2.3 200380
13 New York 12.8 8.1 25.8 16.5 10.0 884367
14 Pennsylvania 1.7 8.2 12.6 12.3 8.6 758951
21 Illinois 5.3 5.0 6.5 8.7 5.3 463921
22 Indiana 1.0 4.4 1.5 1.8 4.0 352462
23 Michigan 18.9 2.8 2.5 6.6 3.3 289012
24 Ohio 2.3 6.4 4.4 6.9 6.1 541508
25 Wisconsin 5.0 1.3 2.7 4.6 1.6 142952
31 Iowa 3.5 2.8 2.7 3.9 2.9 252787
32 Kansas 2.1 2.1 0.9 2.4 2.0 177202
34 Minnesota 4.3 0.7 1.5 1.5 0.9 79611
35 Missouri 1.6 4.5 3.8 3.2 4.3 384028
36 Nebraska 1.2 0.8 0.6 1.2 0.8 68065
37 South Dakota 1.4 0.2 0.2 0.4 0.2 19834
40 Virginia 0.1 3.7 0.3 0.4 3.2 281432
41 Alabama 0.1 3.3 0.2 0.2 2.8 248632
42 Arkansas 0.2 2.0 0.1 0.2 1.7 153388
43 Florida 0.1 0.7 0.0 0.2 0.6 53464
44 Georgia 0.1 4.0 0.3 0.2 3.4 302995
45 Louisiana 0.2 2.2 0.8 0.5 2.0 176396
46 Mississippi 0.1 2.9 0.2 0.2 2.5 219300
47 North Carolina 0.1 3.6 0.0 0.2 3.1 273149
48 South Carolina 0.0 2.6 0.2 0.1 2.3 201681
49 Texas 0.4 3.5 0.4 0.9 3.0 268006
51 Kentucky 0.2 3.7 1.1 0.7 3.3 287905
52 Maryland 0.1 1.9 1.2 0.9 1.7 151961
54 Tennessee 0.1 3.8 0.4 0.3 3.3 288618
56 West Virginia 0.1 1.4 0.4 0.4 1.2 108749
61 Arizona 0.1 0.1 0.0 0.1 0.1 6162
62 Colorado 0.8 0.4 0.3 1.0 0.4 35997
63 Idaho 0.1 0.1 0.1 0.2 0.1 5870
64 Montana 0.4 0.1 0.1 0.2 0.1 8193
65 Nevada 0.5 0.1 0.3 0.6 0.1 11808
66 New Mexico 0.1 0.3 0.0 0.1 0.3 24851
67 Utah 0.2 0.1 0.1 2.9 0.3 22322
68 Wyoming 0.1 0.0 0.0 0.2 0.0 3754
71 California 3.2 1.1 3.0 3.6 1.4 127188
72 Oregon 0.5 0.3 0.2 0.5 0.3 29928
73 Washington 0.5 0.1 0.1 0.3 0.2 13941
98 District of Columbia 0.1 0.4 0.4 0.2 0.4 31597
Total 189892 7547542 741608 355584 8834626
Source: NAPP U. S. 1880 Datafile
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Table 5．Percentage of Sex Ratio by State in the United States (1880, ％)
State Canada U.S.
Male Female N Male Female N
1 Connecticut 50.6 49.4 16455 49.0 51.0 491250
2 Maine 48.9 51.1 36961 49.9 50.1 588471
3 Massachusetts 46.7 53.3 119413 48.6 51.4 1338122
4 New Hampshire 49.2 50.8 27176 49.2 50.8 299783
5 Rhode Island 47.0 53.0 18305 48.7 51.3 201000
6 Vermont 52.9 47.1 24763 49.9 50.1 288952
11 Delaware 51.6 48.4 248 50.5 49.5 136993
12 New Jersey 53.1 46.9 3516 49.2 50.8 908302
13 New York 49.1 50.9 84023 49.2 50.8 3861298
14 Pennsylvania 52.6 47.1 12127 49.5 50.5 3692150
21 Illinois 52.0 48.0 33992 50.8 49.2 2491157
22 Indiana 55.3 44.7 5500 50.7 49.3 1830086
23 Michigan 56.6 43.4 148227 51.4 48.6 1246464
24 Ohio 50.8 49.2 15911 50.0 50.0 2796345
25 Wisconsin 58.3 41.7 28859 50.5 49.5 908358
31 Iowa 52.9 47.1 20767 51.4 48.6 1359910
32 Kansas 56.2 43.8 12551 53.1 46.9 883565
34 Minnesota 59.3 40.7 28757 52.1 47.9 512090
35 Missouri 57.4 42.7 10408 51.1 48.9 2178581
36 Nebraska 55.7 44.3 8581 54.2 45.8 354647
37 South Dakota 63.8 36.2 10634 59.7 40.3 83136
40 Virginia 57.6 42.4 594 49.2 50.8 1491708
41 Alabama 65.1 34.9 269 49.2 50.8 1251344
42 Arkansas 70.7 29.3 798 51.6 48.4 789891
43 Florida 63.7 36.3 457 50.4 49.6 258900
44 Georgia 65.0 35.0 343 49.4 50.6 1529401
45 Louisiana 68.8 31.2 727 49.6 50.4 884610
46 Mississippi 72.8 27.2 324 50.0 50.0 1119322
47 North Carolina 56.6 43.4 435 49.1 50.9 1393377
48 South Carolina 57.4 42.6 141 49.1 50.9 986264
49 Texas 69.7 30.3 2341 52.1 47.9 1475257
51 Kentucky 54.6 45.3 1063 50.4 49.6 1581842
52 Maryland 54.9 45.1 974 49.3 50.7 851170
54 Tennessee 68.1 31.9 540 49.8 50.2 1523763
56 West Virginia 56.5 43.5 299 50.7 49.3 599732
61 Arizona 86.9 13.1 578 68.4 31.6 23597
62 Colorado 76.2 23.8 5796 64.2 35.8 153886
63 Idaho 84.0 16.0 568 61.1 38.9 22434
64 Montana 79.3 20.7 2541 66.9 33.1 27660
65 Nevada 78.2 21.8 3164 59.8 40.2 36576
66 New Mexico 86.9 13.1 283 52.9 47.1 110363
67 Utah 59.7 40.3 1026 52.1 47.9 98962
68 Wyoming 71.5 28.5 547 65.0 35.0 14924
71 California 63.3 36.7 19458 54.1 45.9 569065
72 Oregon 65.8 34.2 6021 54.9 45.1 143902
73 Washington 65.7 34.3 2825 56.6 43.4 59318
98 District of Columbia 49.6 50.4 446 46.6 53.4 159424
Total (％) 53.4 46.6 100.0 50.3 49.7 100.0
N 382452 334277 716731 21938903 21668044 43607352
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Code State Ireland G.B.
Male Female N Male Female N (persons)
1 Connecticut 45.5 54.5 70513 52.2 47.8 20000
2 Maine 47.8 52.2 13395 57.0 43.0 5392
3 Massachusetts 43.5 56.5 226716 51.0 49.0 60842
4 New Hampshire 42.9 57.1 13036 52.3 47.7 4647
5 Rhode Island 42.6 57.4 35089 51.1 48.9 15571
6 Vermont 48.5 51.5 11531 57.4 42.6 3714
11 Delaware 47.5 52.5 5790 55.7 44.3 1794
12 New Jersey 44.8 55.2 93110 53.0 47.0 39919
13 New York 43.6 56.4 498950 52.8 47.2 151851
14 Pennsylvania 47.4 52.6 236474 54.1 45.9 123152
21 Illinois 51.8 48.2 117362 56.5 43.5 76023
22 Indiana 53.1 46.9 25677 57.8 42.1 14847
23 Michigan 52.7 47.3 43334 58.6 41.4 54631
24 Ohio 50.5 49.5 78804 55.0 45.0 61810
25 Wisconsin 51.7 48.3 41912 54.8 45.2 35638
31 Iowa 55.1 44.9 44036 57.8 42.1 32261
32 Kansas 59.8 40.2 14957 60.7 39.3 19945
34 Minnesota 56.3 43.7 25912 59.9 40.1 12423
35 Missouri 53.2 46.8 73915 58.1 41.9 28148
36 Nebraska 59.9 40.1 10097 60.5 39.5 10993
37 South Dakota 72.5 27.5 4032 69.8 30.2 3474
40 Virginia 56.9 43.1 4846 58.4 41.6 3856
41 Alabama 51.6 48.3 2969 63.6 36.4 1438
42 Arkansas 75.6 24.4 2409 68.6 31.4 1521
43 Florida 58.6 41.6 675 67.4 32.7 1081
44 Georgia 53.2 46.8 4141 64.3 35.7 1607
45 Louisiana 42.1 57.8 13899 59.5 40.5 3329
46 Mississippi 62.3 37.7 2741 67.8 32.2 1375
47 North Carolina 65.9 34.1 618 60.5 39.5 1270
48 South Carolina 49.7 50.3 2606 60.2 39.8 1047
49 Texas 72.6 27.4 8084 68.1 31.9 8424
51 Kentucky 50.9 49.1 18221 56.5 43.5 5467
52 Maryland 46.7 53.3 21811 53.3 46.7 8739
54 Tennessee 55.5 44.5 5971 61.1 38.9 2798
56 West Virginia 52.6 47.4 6443 54.1 45.9 3077
61 Arizona 90.4 9.6 1286 85.8 14.2 1019
62 Colorado 76.0 24.0 8285 72.4 27.6 11627
63 Idaho 86.6 13.4 972 65.1 34.9 1959
64 Montana 84.3 15.7 2395 78.7 21.3 1780
65 Nevada 64.6 35.4 5200 73.6 26.4 5129
66 New Mexico 85.4 14.6 781 82.4 17.6 476
67 Utah 71.9 28.1 1271 49.5 50.5 25080
68 Wyoming 74.2 25.8 1092 64.9 35.1 1667
71 California 53.1 46.9 62924 64.7 35.3 33041
72 Oregon 70.1 29.9 3610 69.5 30.5 4202
73 Washington 73.0 27.0 2281 74.9 25.1 2459
98 District of Columbia 43.9 56.1 7705 55.9 44.1 2168
Total (％) 47.9 52.1 100.0 56.0 44.0 100.0
N 899190 978680 1877878 510918 401779 912711
Source: NAPP U. S. 1880 Datafile
移民の家族をネイテイブなアメリカの家族と比較することにより，アイルランド人移民の家
族構造をつぎに検討することにしたい。
３．アメリカにおける家族構造
① 家族規模
最近のアメリカの家族史研究は事例的研究によるよりも人口センサスをデータとした研究
が新しい方向性であることはすでに明らかにしたところである。例えば Rugglesは産業革命
以前には三世代家族はまれであったとケンブリッジ・グループの成果を認め，アメリカの家
族の支配的家族形態が単純家族世帯であったことを確認している。しかし，彼はアメリカの
家族においても拡大家族の存在が軽視できないというスタンスで，とくに老齢親と子供の同
居を重視し，そこに拡大家族の存在を認め，単にアメリカの家族が単純家族世帯であるとい
う理解に対するアンチテーゼを提起している研究を行っている。すなわち19世紀中ごろには
65歳以上の老齢者の70％が子供と同居していたが，19世紀末には16％に減少していたこと
[S. Ruggles, 2005]，また老齢者の10％が親族と同居しており，1860年以降漸次子供との同
居が減少し始める。そして老齢者は１人あるいは配偶者，養老院で生活することになるとい
う。とくに1940年以降子供との同居が減少し，1990年には子供との同居は15％以下に減少し，
老齢者の70％が１人あるいは配偶者と同居していることを明らかにしている [S. Ruggles,
2003, 141]。彼は多世代家族（Multigenerational family）の減少を賃金労働の増加と農業とそ
の職業継承における重要性の減少に起因するものとみなしているのである [S. Ruggles,
2003, 139]。
また Rugglesと同じスタンスで Lisa Dillonはヴィクトリア時代におけるカナダとアメリ
カにおける老齢者とその子供の生活配置を検討している。その分析のためのデータは1871年
のカナダセンサスと1880年のアメリカセンサスである。そしてカナダの老親はアメリカより
子供と同居が多く，逆にアメリカの老親は子供より親族関係のない人々との同居が多く，そ
れはカナダとアメリカの子供の家族からの離脱タイミングと関係していることを明らかにし
ている [L. Dillon, 1977]。このように Rugglesはアメリカにおける家族の変化を IPUMSプ
ロジェクトによる1850年から現在までのデータで検証しようとしているし，Dillonはカナダ
の人口センサスと NAPPデータの比較により老親と子供という拡大家族を研究テーマにし
ているといえよう。
ところで Table 6 は1880～1990年までの１世帯における親族分布を示したものである。そ
れによると，1880年には配偶者が0.8人，子供が2.4人であり，それ以外の親族はほとんど含
まれていないが，非親族がある程度包含されていることも特徴といえよう。つまりそれによ
りほぼ単純家族世帯が支配的家族であったものと判断することができるのである。そしてそ
れが1950年頃までは同じ状況であつたといえる。しかし1950年以降配偶者と子供の割合が減
少し始めるのであり，そのような家族をモデルにしてパーソンズ [T・パーソンズ，R・F・
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ベールズ，1981] の核家族論やグード [W, J. Goode, 1963] の夫婦家族論が理論化されてい
ったといってよい。
それでは19世紀末におけるアメリカの家族はどのような構造をしていたのであろうか。
Rugglesが提起したような拡大家族であったのだろうか，それともケンブリッジ・グループ
が提起した単純家族世帯が支配的であったのだろうか。そのような２つの視角に対してアイ
ルランド，イギリス，カナダの移民家族とネイティブとみなされているアメリカ家族を比較
することにより，それを以下で検証してみたいのである。
まず，平均世帯規模を見れば，それはアイルランド出生者が7.8人，その標準偏差が10.3，
以下カナダが８人と8.7，イギリスが6.8人と7.9，アメリカが6.6人と5.3になっている。すな
わちアメリカ人（以下ではネイティブな意味使用する）が一番少なくしかもその分散性が少
ないという性格を持つ。しかしアイルランド人移民の場合にはカナダ人移民より少し世帯規
模が少ないものの分散性を強くもつという性格が顕著に認められるのである。
また平均家族規模をみれば，それはアイルランド出生者とカナダ出生者の家族がそれぞれ
5.1人で，標準偏差が2.4であり，同じ規模と標準偏差であるが，アメリカ出生者が4.8人と
2.3，イギリス出生者が4.9人と2.3になっており，そこに少し差異がみられるのである。しか
し，それは平均世帯規模と対応しているものといえるのであり，アイルランド移民の家族が
アメリカ人家族より少し規模が大きいことを示すものと見なされてよい。
そこで Table 7 は出生地別の家族規模の分布を示したものである。それによるとアイルラ
ンド出生者の場合には一番多いのは４人 (14.4％) と５人 (14.3％) が中核を占め，それ以
外では３人（13.6％）と２人（12.5％）の方向と６人（12.8％）と７人（10.2％）の２極の
方向へ拡散している。カナダ出生者では４人（15.8％)，３人 (14.9％)，５人 (14.7％) が
中核を占め，６人（12.4％）と２人（11.1％）という方向へ分散している。イギリスの場合
にもカナダと同じく４人（16.1％)，３人（15.4％)，５人（14.9％）が中核を占め，２人
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Table 6．Resident Persons by Relationship to Household Heads in the United States (1880, persons)
Relationship 1880 1900 1910 1920 1940 1950 1960 1970 1980 1990
Spouse 0.80 0.80 0.80 0.80 0.80 0.80 0.70 0.70 0.60 0.60
Children 2.40 2.20 2.00 1.90 1.50 1.90 1.30 1.20 0.90 0.90
Children in law 0.02 0.02 0.02 0.03 0.04 0.05 0.01 0.00 0.00 0.00
Parent 0.04 0.04 0.03 0.03 0.04 0.04 0.02 0.02 0.03 0.02
Parent in law 0.02 0.03 0.03 0.03 0.03 0.04 0.02 0.02 0.00 0.00
Sibling 0.06 0.06 0.06 0.06 0.03 0.04 0.03 0.02 0.03 0.03
Sibling in law 0.02 0.03 0.03 0.40 0.03 0.04 0.01 0.00 0.00 0.00
Grandchildren 0.07 0.07 0.06 0.06 0.08 0.10 0.05 0.04 0.03 0.05
Other relatives 0.05 0.05 0.05 0.05 0.04 0.06 0.04 0.02 0.02 0.03
Non relatives 0.50 0.40 0.40 0.30 0.30 0.20 0.10 0.10 0.10 0.20
N (household) 101865 21338 80631 120597 350354 443719 529984 634408 804615 918782
Source: IPUMS 2000, Vol. 1, 2003, 1.1.13
（13.3％)，６人（12.3％）という方向へ分散している。しかしアメリカの場合には４人
（17.1％）と３人（17.0％）が中核を占め，以下５人（14.9％)，２人（12.9％)，６人（11.8
％）へ拡散している。そして８人以上ではアイルランド出生者とカナダ出生者がアメリカと
イギリスの出生者より多い傾向が読み取れる。したがって，それらは先述した平均家族規模
とその標準偏差の特徴と対応しており，特にアイルランド人移民に限定すれば，アイルラン
ド人の移民家族はアメリカ人の家族よりも規模が大きかったという特徴が顕著に認められる
のである。それは後述するように子供数と関連するものと考えられるのである。
Table 8 は５歳以下の子供数，Table 9 は10歳以下の子供数，Table 10 は19歳以下の子供
数を出生地別に示した表である。Table 8 を全体的に見れば，子供がいない割合は59.9％で
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Table 8．Number of Own Children under Age 5 in Household in the United States
(unit: household, 1880, ％)
Number Canada U.S. Ireland G.B. Total (％) N (households)
0 54.7 59.1 66.9 65.1 59.9 5290029
1 24.3 22.7 16.3 19.2 22.1 1949559
2 17.0 15.0 13.4 13.0 14.8 1307661
3 3.8 3.0 3.3 2.5 3.1 270194
4 0.2 0.2 0.2 0.1 0.2 16343
5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 741
6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 84
7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 11
8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1
9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3
Nl (households) 189892 7547542 741608 355584 100.0 8834626
Source: NAPP U. S. 1880 Datafile
Table 7．Size of Family in the United States (1880)
No Ireland U.S. Canada G.B. Total
％ N ％ N ％ N ％ N ％ N
1 4.0 29307 3.6 270892 3.8 7124 3.9 14017 3.6 321340
2 12.5 92556 12.9 971786 11.1 21127 13.3 47384 12.8 1132853
3 13.6 101083 17.0 1281824 14.9 28244 15.4 54727 16.6 1465878
4 14.4 106638 17.1 1294022 15.8 30017 16.1 57127 16.8 1487804
5 14.3 106026 14.9 1128234 14.7 28002 14.9 52926 14.9 1315188
6 12.8 95141 11.8 893239 12.4 23519 12.3 43824 11.9 1055723
7 10.2 75789 8.6 650272 9.3 17619 9.2 32620 8.8 776300
8 7.4 54955 5.9 442138 6.6 12517 6.2 22175 6.0 531785
9 4.8 35510 3.7 275725 4.4 8400 3.9 13823 3.8 333458
10 6.0 44601 4.5 339376 7.0 13322 4.8 16957 4.7 414256
Total 100.0 741606 100.0 7547508 100.0 189891 100.0 355580 100.0 8834585
Source: NAPP U. S. 1880 Datafile
あり，それより多い国はアイルランド出生者とイングランド・ウェールズ出生者であるが，
カナダとアメリカの出生者はそれより低く，カナダが一番高くなっていることがわかる。つ
まりそれはアイルランド出生者では世帯主が未婚か子供のいない夫婦である可能性があるこ
とを意味するが，アイルランド人移民は晩婚の傾向が認められることから判断すれば，それ
は未婚者が多い可能性を強くもつものと推察される。それとアイルランド出生者の子供がア
メリカで出生すれば，アメリカ出生者のカテゴリーに含まれるというデータの問題性もそこ
に含まれるといえよう。１～３人までの子供数がカナダとアメリカでは全体より多い傾向に
あるが，アイルランド出生者は３人と４人の場合には全体的傾向と同じであることがわかる。
Table 9 の10歳以下の子供数を見れば，それらから５歳以下の子供数とほぼ同じ傾向が読
み取れるといえよう。すなわちアメリカ出生者の場合には子供がいない割合が全体の割合で
低く，１～５人では全体の割合より高い特徴を持つのに対して，アイルランド出生者の場合
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Table 9．Number of Own Children under Age 10 in Household in the United States (1880, ％)
Number Canada U.S. Ireland G.B. Total (％) N (households)
0 40.6 46.1 52.3 51.2 46.7 4135984
1 19.8 19.0 14.4 16.6 18.5 1640538
2 16.9 15.3 12.7 14.1 15.0 1330865
3 12.5 10.9 10.7 10.4 10.9 967251
4 7.3 6.2 6.9 5.7 6.2 550893
5 2.4 2.1 2.5 1.7 2.1 183893
6 0.4 0.4 0.5 0.3 0.4 34797
7 0.0 0.1 0.1 0.0 0.1 4825
8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 589
9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 106
Nl (households) 190174 7556578 74235 360792 100.0 8849779
Source: NAPP U. S. 1880 Datafile
Table 10．Number of Own Children under Age 19 in Households in the United States (1880, ％)
Number Canada U.S. Ireland G.B. Total (％) N (households)
0 21.9 23.9 19.9 23.0 23.5 2075288
1 17.5 20.0 14.8 17.8 19.4 1714598
2 16.9 17.6 15.5 17.0 17.4 1538941
3 14.2 13.5 14.7 14.3 13.6 1204946
4 10.8 9.8 12.5 10.9 10.1 888419
5 7.7 6.7 9.5 7.6 7.0 615203
6 5.0 4.3 6.4 4.8 4.5 396753
7 3.2 2.5 3.8 2.7 2.6 229819
8 1.8 1.3 2.0 1.3 1.3 118173
9 0.9 0.6 0.9 0.6 0.6 52486
N 189892 7547542 741608 355584 100.0 8834626
Source: NAPP U. S. 1880 Datafile
には子供のいない割合が全体より高く，１～３人では低くなっているが，４人以降高くなっ
ているという特徴をそこに認めることができるのである。
しかし Table 10 の19歳以下の子供数に関してこれまでの傾向と少し相違した傾向が認め
られる。それを見れば子供のいない割合がカナダ，アメリカ，イギリスで多いが，逆にアイ
ルランドの場合には子供がいない割合が一番少ないという特徴がみられる。そして，まずア
イルランド人移民の場合には１～２人の子供数は少ないものの４人以上では他の国よりもす
べての子供数において多いことが顕著に認められるのである。そしてそれを詳細に見ておく
と，アイルランド人移民の場合，一番多いのは２人で15.5％であり，以下１人（14.8％)，
３人（14.7％)，４人（12.5％)，５人（9.5％）という順序を示している。他方アメリカ人の
場合には１人が一番多く，それは20％を占めるが，以下２人（17.6％)，３人（13.5％)，４
人（9.8％）という順序であり，そこにアイルランド人移民とネイティブなアメリカ人の家
族の違いが認められ，その違いが家族規模に反映されているものといってよい。アイルラン
ド人移民は晩婚および結婚を晩婚化にさせる経済的貧困の問題が家族戦略の選択肢とみなさ
れが，アイルランド人移民にとって家族を形成させることが彼らの中年期を楽しみにさせ，
老年期には安全性のチャンスを与えるという家族戦略がそこに採用されているのである［T.
J. Meagher, 2001, 52]。そしてアイルランド人移民には未婚者が多いといわれているが，そ
れらの移民が受け入れ国のアメリカ社会に融合し，家族を形成した場合，そこに出生率の高
さが家族規模に反映されてくるのであり，そこにアイルランド人移民のもつアイデンティテ
ィが顕現しており，それがアメリカ人家族との違いを顕著に発現させているのである。つま
り，それがアイルランド人移民の家族戦略であるとみなされているのではないだろうか。し
かもそれはアイルランド人移民の伝統を反映しているものと解釈できるのであり，その解釈
がアメリカではアイルランド人移民の出生率が高いという Guinnaneらの仮説 [Timothy W.
Guinnane, Carolyn M. Moehling and Cormac 2003,] の検証にもなるのである。
② 世帯主の属性
ここでは世帯主の属性を見ておきたい。Table 11 は世帯主の年齢を国別に示したものであ
る。それをみればアイルランド人移民の世帯主では40～49歳層が一番多く，29.8％を占め，
以下30～39歳層（23.7％)，50～59歳（21.9％)，60～69歳層（13.2％）という順序を示して
いる。それに対してアメリカ出生者では30～39歳層が一番多く26.6％を占め，以下20～29歳
層（20.8％)，40～49歳層（21.1％）という順序を示し，アイルランド人移民がアメリカ出
生者より１コーホート年齢的に上であることが明確に理解される。そしてアイルランド人移
民の場合はイギリス人移民と類似した性格をもつが，カナダ人移民は逆にアメリカ人と類似
している傾向にある。
Table 12 は世帯主の結婚状況を国別に示した表である。それによるとアイルランド人移民
の場合には未婚率（4.1％）の多さよりも寡婦や寡夫の割合が他の国よりきわめて多く19.3
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％を占めていることに特徴が発現している。しかもそれが離別（離婚率0.2％）によるもの
ではなく，配偶者の死別によるところが多いと考えられる。アメリカの世帯類型のデータが
存在しないので確認できないが，それは寡婦世帯，つまり Hammel=Laslettの世帯類型でい
えば 3 d の寡婦世帯の割合が多いことを意味している。アイルランド人移民の寡婦世帯をイ
ングランド・ウェールズで見ればアイルランド人移民が8.3％，イングランド・ウェールズ
出生者が6.4％，スコットランドではその割合が8.6％であり，それと同じことがアメリカに
おけるアイルランド人移民にも該当するものといえる。その寡婦が多い原因として世帯主
（夫）の寿命と深く関連しているものと思われる。すなわちアイルランド人の寿命をみてお
くと，男性の場合1870～1890年の時期には，平均寿命が49歳であつたが，1920年代には57歳，
1945年以降60歳台に上昇しているのであり [ J. Meenan, 1900, 196]，その寿命がかなり世帯
類型に影響しているものとみなされてよい。
次にそのような世帯主の年齢的特徴は世帯主の結婚年齢と関係しているように思われるの
であり，それも移民家族の１つの特徴と考えられるのではないだろうか。
Table 13 は世帯主の結婚状況を年齢と国によりクロス集計したものである。まず未婚状況
を見ればアイルランド人移民のみでなく，カナダ人移民，イギリス人移民と同様であるが，
20～30歳層では全体で14.3％であるが，アイルランド人移民の未婚率が32.8％と高く，それ
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Table 12．Marital Status of Household heads in the United States (1880, ％)
Marital Status Canada U.S. Ireland G.B. Total (％) N (households)
Married, spouse present 83.5 80.7 74.1 81.8 80.2 7027995
Married, spouse absent 2.7 2.0 2.2 2.4 2.1 182578
Divorced 0.3 0.4 0.2 0.3 0.4 32245
Widowed 8.3 11.8 19.3 11.8 12.4 1082878
Never married / single 5.2 5.1 4.1 3.7 5.0 434107
Nl (households) 188947 7480886 736599 353371 100.0 8759803
Source: NAPP U. S. 1880 Datafile
Table 11．Age Structure of Household Heads in the United States (1880, ％)
Canada U.S. Ireland G.B. Total (％) N (households)
－19 0.3 0.5 0.0 0.1 0.5 41946
20－29 17.6 20.8 5.2 9.2 19.0 1676848
30－39 33.0 26.6 23.7 25.9 26.5 2341323
40－49 25.5 21.1 29.8 25.8 22.2 1956591
50－59 14.8 15.9 23.2 21.9 16.7 1479005
60－69 6.5 10.0 13.2 12.6 10.3 910563
70－79 2.0 4.0 4.0 4.0 4.0 350641
80－89 0.3 0.8 0.8 0.6 0.8 68969
90－ 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 6513
N (households) 189892 7547543 741608 355584 8832399
Source: NAPP U. S. 1880 Datafile
桃山学院大学総合研究所紀要 第33巻第３号102
Table 13．Marital Status of Household Heads in the United States (1880, ％)
Marital Status Age Canada U.S. Ireland G.B. Total (％) N (person)
Married spouse 0～9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 30
present 10～19 1.2 2.2 0.1 0.4 1.9 284268
20～29 24.3 28.4 8.8 13.5 26.3 3854197
30～39 33.4 28.3 29.5 29.1 28.5 4182905
40～49 23.0 19.4 30.9 25.6 20.5 3006808
50～59 11.8 12.4 19.2 19.1 13.1 1923120
60～69 4.7 6.7 8.9 9.4 7.0 1018506
70～79 1.4 2.3 2.2 2.6 2.2 328847
80～89 0.2 0.3 0.4 0.3 0.3 50114
90～ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3676
N 322570 12727156 1078581 524164 100.0 14652471
Married spouse 0～9 0.1 0.6 0.1 0.1 0.5 4547
Absent 10～19 3.1 5.2 0.5 1.0 4.6 39166
20～29 33.5 36.0 12.9 20.3 33.6 287721
30～39 29.8 25.0 27.0 29.5 25.5 218184
40～49 19.0 15.3 28.2 22.7 16.7 142926
50～59 9.2 9.5 17.9 15.3 10.4 88850
60～69 3.7 5.5 9.3 7.8 5.8 49678
70～79 1.1 2.3 3.2 2.6 2.3 19863
80～89 0.3 0.6 0.9 0.6 0.6 5028
90～ 0.0 0.1 0.1 0.0 0.1 607
N 27585 729168 61960 37857 100.0 886570
Divorce 0～9 0.6 2.3 0.0 0.1 2.1 1866
10～19 1.9 2.8 0.5 0.5 2.7 2334
20～29 20.1 25.7 6.7 10.9 24.6 21483
30～39 28.9 27.4 22.1 22.8 27.1 23685
40～49 24.8 19.5 31.0 28.1 20.2 17586
50～59 15.6 12.7 23.6 20.9 13.3 11587
60～69 6.3 6.9 12.0 12.2 7.1 6238
70～79 1.5 2.3 3.3 3.9 2.4 2062
80～89 0.2 0.4 0.8 0.7 0.5 400
90～ 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 29
N 1504 80626 2719 2421 100.0 87270
Widowed 0～9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 740
10～19 0.2 0.4 0.0 0.1 0.3 6706
20～29 6.2 7.1 1.5 2.4 6.2 126170
30～39 16.6 13.2 9.8 9.6 12.7 257021
40～49 22.8 18.2 22.5 17.5 18.8 380061
50～59 21.9 20.1 25.2 24.0 20.9 423216
60～69 17.1 20.1 23.0 24.9 20.6 415969
70～79 10.7 14.5 12.5 16.0 14.3 289426
80～89 3.8 5.5 4.4 5.1 5.3 107543
90～ 0.6 0.8 0.7 0.5 0.8 16422
N 30928 1676866 237657 77823 100.0 2023274
Never married / 0～9 17.8 48.0 3.1 10.8 46.5 13320528
single 10～19 38.0 34.0 16.8 37.5 33.8 9684816
20～29 32.8 13.6 36.1 28.7 14.3 4087725
30～39 7.8 2.6 22.3 12.4 3.0 865304
40～49 2.4 1.0 11.8 5.6 1.2 343934
50～59 0.8 0.5 5.8 2.9 0.6 169014
60～69 0.3 0.3 2.8 1.4 0.3 92819
70～79 0.1 0.1 0.9 0.5 0.1 42245
80～89 0.0 0.0 0.2 0.1 0.0 11684
90～ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1428
N 324021 27571338 468113 256025 100.0 28619497
Source: NAPP U. S. 1880 Data file
はアメリカ人の13.5％とかなり顕著な相違であることがわかる。そして既婚の場合（調査当
時配偶者が在住していた）を見れば，アイルランド人移民の場合には一番多い年齢層が40～
49歳で30.9％，以下30～39歳層（29.5％)，50～59歳層（19.2％）という順序になっている。
他方アメリカ人の場合には，20～29歳層が一番多く28.4％で，以下30～39歳層（28.3％)，
40～49歳層（19.4％）という順序である。すなわちアイルランド人移民では30～49歳層の60
％が中核を占めているが，アメリカ人では20～39歳層が56％を占めるという年齢的な相違が
顕著に現われているものと判断される。それは前述したアイルランド出生者の晩婚に強く影
響された結果とみなせるのであり，したがってそれが移民家族の持つ１つの重要な特徴とい
えるだろう。また死別を見ておくとアイルランド人移民の場合40歳台から急激に増加してい
るが，アメリカ人の場合には30歳台から徐々に増加していく傾向に相違が見出せることも特
徴といえよう。
ところで移民は一般的に兄弟姉妹が少ないという特徴がみられるが，アメリカではその側
面はどのようになっているのかをつぎに検討しておきたい。
Table 14 は世帯単位で同居する兄弟姉妹の分布を国別に示したものである。また Table 15
それを世帯員単位，国別で示したものである。Table 14 よると，アイルランド人移民の兄弟
姉妹数は他の移民と同じく少なく，兄弟姉妹がいない場合がほとんどであり，96.0％を占め，
以下１人の2.9％，２人の0.8％という順番である。それに対してアメリカ人の場合にはその
割合はアイルランド人移民より少しすくない95.2％であるが，以下１人の3.2％，２人の1.1
％という順序になっている。Table 15 によれば，アイルランド人移民の場合兄弟姉妹がいな
い割合が89.8％で，以下１～４人で8.4％を占めるにすぎないが，アメリカ人の場合にはい
ない場合が46.7％であるが，以下１人の10.3％，２人の9.9％，３人の9.5％と続き，それら
はかなり分散した分布を示している。なお，カナダ人移民，イギリス人移民はアイルランド
人移民とほぼ同じ分布を示しているとみてよい。つまりそこに移民的性格が顕在化している
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Table 14．Number of Own Sibling in Household Heads in the United States (1880, ％)
Number Canada U.S. Ireland G.B. Total (％) N (households)
0 95.3 95.2 96.0 96.9 95.4 8425483
1 3.3 3.2 2.9 2.4 3.1 275165
2 0.9 1.1 0.8 0.5 1.0 89089
3 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 12262
4 0.2 0.2 0.0 0.1 0.2 19288
5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1905
6 0.1 0.1 0.0 0.0 0.1 6462
7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 316
8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2593
9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2063
Nl (households) 189892 7547542 741608 355584 100.0 8834626
Source: NAPP U. S. 1880 Datafile
のと言える。すなわち移民が移民先で家族形成をしたとしても，移住する時には単身者で移
住し移住先で家族を形成する可能性が強いからである。
③ 家族構造
1880年のセンサスの NAPPデータには Hammel=Laslettによる世帯類型が入力されていな
いので，世帯類型自体の分析が不可能であるが，世帯主と世帯員の関係の変数が使用できる
のでそれによりアメリカにおける家族構造を検討することにしよう
Table 16 は世帯主と世帯員との続柄を示したものである。センサスには出生地の変数があ
るが，それを移民の世帯に適用するときに問題点が発生する。すなわち移民先で出生した子
供の出生地は移民先の国の所属とみなされるからである。したがって世帯主が移民の場合に
子供を移民元の国の所属に変更させるという手続きが必要であるが，その手続きは非常に煩
瑣なものになりここではそれを実行しておらず，その点でかなりデータ的な問題点を残して
おり，そのデータによる分析に限界性を持っているのである。それはたとえばアイルランド
人移民における子供数を見れば，その問題点が現出していることで容易に理解されるだろう。
その修正をある程度これまでに行ったがここでのデータにそれは反映されていない。
Table 16 を見れば，まずアメリカの家族では世帯主に対して配偶者がその約85％いること
を示し，子供が57.4％しめており，それは１家族の子供がほぼ３人ぐらいであるが，Table
18 から19歳以下の平均子供数が2.3人であることから判断すればアメリカの家族は基本的に
は４～５人の単純家族世帯であることがわかるのである。さらにそれ以外に義理の両親
（4.0％)，両親（0.7％)，兄弟姉妹（1.2％)，孫（1.7％）という上向世代の親族，下向世代
の親族，水平世代の親族がそこに含まれていることが理解される。したがってそれらにより
拡大家族が形成される可能性を持っており，Rugglesが主張する拡大家族の存在もある程度
そこで確認することができるのである。
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Table 15．Number of Own Sibling in 	Member in the United States (1880, ％)
Number Canada U.S. Ireland G.B. Total (％) N (persons)
0 70.0 46.7 89.8 81.4 49.5 23310795
1 6.2 10.3 4.7 5.1 9.9 4661127
2 4.4 9.9 1.6 3.1 9.4 4422040
3 4.3 9.5 1.1 2.9 9.0 4230154
4 4.1 8.2 1.0 2.7 7.8 3667959
5 3.6 6.3 0.7 2.1 6.0 2823333
6 3.0 4.3 0.5 1.4 4.1 1916826
7 2.1 2.5 0.3 0.8 2.4 1122996
8 1.2 1.3 0.1 0.4 1.2 566665
9 1.0 0.9 0.1 0.2 0.8 392777
N (persons) 716731 43607532 1877878 912711 100.0 47114672
Source: NAPP U. S. 1880 Datafile
他方アイルランド人移民の場合には他のカナダ人移民，イギリス人移民と比較して，世帯
主と配偶者の割合に関してほぼ同じ傾向が認められるが，子供数が極めて少ないのであり，
それは前述したデータの問題点と関連するものと考えられる。そこでその問題を解決するた
めに，５歳以下の子供数，10歳以下の子供数，19歳以下の平均子供数のデータを参考にして
みたい。
Table 17 は５歳以下，10歳以下，19歳以下の平均子供数を出生地別に示した表である。そ
れを見れば５歳以下ではイギリス出生者が少し多いものの，他の３国の相違は少ないといえ
よう。そして10歳以下の子供数ではカナダ出生者が少し多いが，イギリス出生者が少なくな
り，アイルランド出生者とアメリカ出生者には大きな相違は認められない。しかし，19歳以
下の平均子供数に関しては，アイルランド出生者が一番多くなり，それは2.76人を占め，ア
メリカ出生者が一番少ないという顕著な相違が発現してくるのである。つまりアメリカの家
族では10歳～19歳の間に離家する傾向があり，逆にアイルランド人の移民家族では子供は残
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Table 17．Average Number of Children in Households in the United States (1880)
Under age 5 Under age 10 Under age 19
Canada 0.53 1.36 2.51
U.S. 0.63 1.20 2.26
Ireland 0.54 1.15 2.76
G.B. 0.71 1.09 2.40
Source: NAPP U. S. 1880 Datafile
Table 16．Percentage of Kinship in the United States (1880, ％)
Canada U.S. Ireland G.B. Total (％) N (persons)
Head 32.6 18.7 49.3 45.2 20.5 8834626
Spouse 27.0 15.8 35.0 29.0 16.8 7264918
Child 33.1 57.4 7.9 18.8 54.6 23593326
Child in law 0.8 0.5 0.3 0.5 0.5 206890
Parent 1.0 0.7 1.9 1.6 0.8 325170
Parent in law 0.6 4.0 1.2 1.1 0.5 200486
Sibling 1.9 1.2 2.1 1.3 1.3 547666
Sibling in law 0.9 0.6 0.8 0.7 0.6 249357
Grandchild 0.3 1.7 0.0 0.2 1.6 690559
Nephew, Niece 0.6 0.9 0.4 0.5 0.8 365938
Relative 0.2 0.2 0.5 0.3 0.3 119913
Visitors 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1
Boarders 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 530
Lodgers 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 120
Servants 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 271
Employees 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 143
Total 582663 40303392 1504753 786569 43177377
Source: NAPP U. S. 1880 Datafile
留する傾向があると解釈できるのではないだろうか。Table 18 は19歳以下の平均子供数とそ
の標準偏差を示したものであるが，アメリカの家族における子供の標準偏差も一番低いこと
を示していることからも，その点が確認にされるであろう。つまりそれによるとアイルラン
ド人移民の場合には平均子供数が2.8人，標準偏差が2.23であり，それはそれ以外の国より
平均子供数が多いこと，またそれの分散性を明らに示している。それはギーナンらの仮説，
つまりアイルランド本国の出生率より低いが，アメリカではアメリカ人の出生率より高いと
いう仮説が検証されていることを意味している。しかもそれはアイルランド人移民がアメリ
カ社会に融合していく過程でのアイデンティティの発現であったと判断してよいのではない
だろうか。
そこでそのデータを参考にして，家族構成を見れば，アイルランド人移民の家族のモデル
は世帯主と配偶者に子供３人がプラスされた５人ぐらいの単純家族世帯である可能性が強い
といえる。また，それに両親（1.9％)，義理の両親（1.2％)，兄弟姉妹（2.1％）を付加した
家族が存在したことも明らかになる。しかし，そのような上向的親族，水平的親族の分布が
みられるのに対して，孫や甥・姪という下向的親族が少ないことはデータの限界性と世代限
定的な移民的性格によるところに強く起因しているものと判断されるだろう。
それを Table 19 で再確認しておきたい。Table 19 は世帯主，配偶者，子供を除外して100
世帯における親族の分布を示したものである。それによると，親族総数を見ればアメリカ人
家族が33.6人で一番多く，以下カナダ人移民の19.2人，アイルランド人移民の15.0人，イギ
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Table 19．Structure of Kin in the United States per 100 households (1880, persons)
Kin Canada U.S. Ireland G.B.
Parent (including parent in law) 4.8 6.0 6.4 6.0
Sibling 5.7 6.7 4.8 3.0
Sibling in law 2.8 3.0 1.6 1.5
Child in law 2.3 2.6 0.5 1.1
Grandchild 1.0 9.2 0.0 0.4
Nephew, Niece 1.9 4.7 0.9 1.1
Relative 0.7 1.4 0.8 0.7
Total of Kin 19.2 33.6 15.0 13.8
N (persons) 189892 7547542 741608 355584
Source: NAPP U. S. 1880 Datafile
Table 18．Number of Own Children under Age 19 in Households (1880)
Average N (households) Standard deviation
Ireland 2.8 741608 2.23
U.S. 2.3 7547542 2.06
Canada 2.5 189892 2.18
G.B. 2.4 355584 2.10
Source: NAPP U. S. 1880 Datafila
リス人移民の13.8人であり，全体的にみれば移民家族の親族包含率が低いという共通性が強
く認められる。これはやはりある程度データの限界性，つまり移民の子供の出世地がアメリ
カに帰属する割合と関係していること，および移民による世代限定性によるところが大きく
反映されているものといえるのである。しかしアイルランド人移民の場合両親の割合が6.4
％でアメリカ人より多い分布は１つの重要な特徴といえる。つまり，アイルランド人移民の
家族は上向的親族と同居する傾向が強いということを意味しているのである。しかし水平的
親族および下向的親族が少ないことも移民家族の特徴とみられてよい。
ところでアメリカの家族構造を全体的に見るには Rugglesが作成した Table 20 が参考に
なるだろう。
それは Rugglesにより IPUMSのデータを用いて1880～1980年までの世帯構成を白人と黒
人に区分して作成された表である。それによると1880年における白人のアメリカ人家族の場
合には単純家族世帯（Childress Couples, Couples with Children）が一番多く67.3％であり，
以下拡大家族（Extended Households）が19.5％，非家族世帯が13.2％という順序である。そ
して100年間のあいだに単純家族世帯と拡大家族の減少，非家族世帯の増加が顕著であるこ
とが読み取れるのであり，アメリカの家族は1960年以降急激な変化を経験していることも理
解される。このような白人家族だけでなく，黒人家族においても同じ変化を経験しているも
のの，非家族世帯の増加が白人家族より顕著であることも特徴といえよう。
ここでわれわれはアメリカ人家族において拡大家族が1880年代に20％前後存在したことに
注目しておかねばならないだろう。しかし，アイルランド人移民家族の世帯類型のデータが
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Table 20．Percentage of Distribution of Household Composition by Race, United States 18801980
1880 1910 1940 1960 1980
A,
White
Fragmentary Household 13.2 13.6 16.5 19.7 33.5
Primary Households 5.0 6.2 9.5 14.6 26.5
Single Parents 8.2 7.4 7.0 5.1 7.0
Married-Couple Households 67.3 66.5 66.0 68.8 59.8
Childress Couples 11.0 14.5 20.6 23.1 24.7
Couples with Children 56.4 51.9 45.4 45.7 35.1
Extended Households 19.5 19.9 17.6 11.5 6.7
N 84398 70375 62641 47825 66167
B.
Black
Fragmentary Household 20.7 20.9 5.8 27.8 42.9
Primary Households 9.1 11.5 14.7 18.5 25.0
Single Parents 11.6 9.4 8.6 9.3 17.9
Married-Couple Households 56.0 55.0 49.7 47.6 39.8
Childress Couples 11.6 16.6 19.9 16.3 11.3
Couples with Children 45.2 38.3 29.7 24.6 17.4
Extended Households 22.5 24.1 27.0 24.6 17.4
N 12697 9233 6385 5191 11088
Source: Steven Ruggles, 1994, p. 107
存在しないので明確な回答がえられないものの，アメリカ人家族より拡大家族が少なかった
のではないだろうかと推察される。つまり，アイルランド人移民の場合には拡大家族形成の
可能性が両親か兄弟姉妹の同居に限定されてくるからである。Table 19 によればアメリカ人
家族では孫が9.2％，甥・姪が4.7％，兄弟姉妹＋義理の兄弟姉妹の9.7％であるがそれとアイ
ルランド人移民と比較すれば大きな親族分布の相違が認められるからである。したがってイ
ングランド・ウェールズとスコットランドで検討した結果と同じようにアイルランド人移民
の家族構造は基本的に単純家族世帯が支配的形態であったと結論付けてよさそうである。
４．アメリカにおける家族と就業構造
以上のようにネイティブなアメリカ人の家族とアイルランド人の移民家族も家族形態は基
本的に単純家族世帯であることが確認されたのであるが，ネイティブなアメリカ人家族とア
イルランド人家族の就業構造に相違があるのかどうかをつぎに検討したい。イギリスとスコ
ットランドの家族でも検討したように移民家族はどちらかといえば工業化の発展の段階で必
要な労働力として雇用され，しかも労働市場の底辺を構成する非熟練労働に就業し，収入に
も限界がある。したがって，世帯主を中核にして子供や配偶者が就業する家族員の総就業化
により，収入の最大化を図るという家族戦略がとられるものと思われる。そこでネイティブ
なアメリカ人家族と移民家族の就業構造を比較することにより，その家族戦略の違いを以下
で検討したいのである。
Table 21 は職業の大分類で各国の世帯主の就業状況を示したものでる。それをみるとアメ
リカ人の世帯主の職業で一番多いのは農民で，それは48.3％を占め，以下労働者の11.6％，
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Table 21．Percentage of Occupations of Household Heads in the United States (1880)
Code Occupation Ireland U.S. Canada G.B.
％ N ％ N ％ N ％ N
1 Professional, Technical 1.0 6287 3.5 233616 2.7 4585 3.2 9907
2 Farmers 18.2 111483 48.3 3223059 28.6 49385 26.6 83461
3
Managers, Officials &
Proprietors
7.6 46555 5.9 393857 6.2 10700 8.5 26601
4 Clerical and Kindred 0.9 5605 1.3 84012 1.2 2023 1.9 6111
5 Sales workers 1.7 10686 1.9 124517 2.0 3377 2.4 7631
6 Craftsman 14.8 90865 10.9 727522 20.3 35069 22.1 69299
7 Operatives 19.5 119537 7.6 507555 17.9 30801 23.7 74560
8
Service worker
(private household)
1.5 8961 0.8 56729 0.3 552 0.3 859
9
Service worker
(not household)
3.0 18495 1.5 98388 1.8 3048 1.8 5550
10 Farm Laborers 1.4 8308 6.8 456189 2.5 4305 1.2 3867
11 Laborers 30.4 186324 11.6 771745 16.6 28683 8.3 26139
Total 100.0 613106 100.0 6677189 100.0 172528 100.0 313985
Source: NAPP U. S. 1880 Datafile
熟練工の10.9％，技術職人の7.6％，農業労働者の6.8％という順序を示す。他方アイルラン
ド人移民の場合には，労働者が一番多く30.4％を占め，以下技術職人の19.5％，農民の18.2
％，熟練工の14.8％という順序である。すなわちネイティブなアメリカ人の就業構造は農民
的性格がどちらかといえば強く，それは農民と農業労働者の55％に発現されており，他方で
は雇用労働もみられるという特徴を持つのに対して，アイルランド人移民の場合には雇用労
働が中核であり，それが70％を占めていることに顕著に現われている。それには先述したよ
うにアイルランド人移民の移住前の職業が土地なしの農業労働者であったことに強く反映さ
れているものとみなされてよい。そしてカナダ人とイギリス人移民の場合にはアイルランド
人移民とアメリカ人の就業状況の中間に位置づけられるのではないだろうか。両者ともに農
民的性格と雇用労働的性格の二面性を強く持っているからである。
Table 22 は各国の世帯主が就業している職業のうちで0.1％以上の職業を抽出して示した
ものである。ただし無職や不明，自分の財産で生活している人々はそこから除外して集計し
たものである。それは世帯主が995種類の職業のなかで104種類の職業に就業していることを
意味している。それを見ればアメリカ人の世帯主の場合には，農民が一番多く半数近い48.2
％を占め，以下一般労働者の10.9％，農場労働者の6.8％，不特定のマネジャー・役員・経
営者の5.0％，専門の職人の3.8％，大工の3.2％，セールスマン・事務員の1.3％，鍛冶屋の
1.3％，トラック・トラクター運転手の1.0％という順序であり，１％以上はこれらの職種で
あり，それらがアメリカ人の主要な職業であったとみておいてよいだろう。
他方アイルランド人移民の場合には一般労働者の29.1％が一番多く，以下農民の18.2％，
専門の職人の9.7％，不特定のマネジャー・役員・経営者の7.1％，鉱山労働者の3.2％，大工
の2.0％，煉瓦工・石工の1.7％，鍛冶屋の1.6％，靴屋の1.4％，農業労働者の1.3％，家庭内
洗濯の1.2％，セールスマン・事務員の1.0％という順序であり，１％以上の職種にはアメリ
カ人と比較すれば就業状況の多様性がそこに読み取れる。農民の割合はアイルランド南部よ
り北部のアルスター地方のプロテスタント系移民がかなりの割合を占めているものと推察さ
れる。カナダ人移民とイギリス人移民の場合には詳細に触れないが，一番多い職種はどちら
も農業（28.6％と26.6％）であり，以下労働者（14.7％，7.1％)，専門の職人（11.8％，9.8
％)，不特定のマネジャー・役員・経営者（5.5％，7.7％）があげられるのであり，アメリ
カ人とアイルランド人移民の中間に位置づけられるものとみておいてよいだろう。
以上のようにネイティブなアメリカ人とアイルランド人移民の世帯主の職業を比較したの
であるが，アメリカ人は農業を中核にしながらホワイトカラー層で雇用されていることに特
徴を持つと思われるが，アイルランド人移民の場合不特定の非熟練・不熟練労働者という職
業を中核に農業やブルーカラー層として雇用されているというコントラストが明確にそこに
顕現していることが理解されたのである。つまりこれまで通説的に主張されてきたようにア
メリカの資本主義化の底辺層の労働力をアイルランド人移民労働が提供していたことを検証
したことになるのである。
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Table 22．Percentage of Occupations of Household Heads in the United States (1880, ％)
Code Occupation Canada U.S. Ireland G.B.
9 Clergymen 0.5 0.6 0.3 0.8
32 Dentists 0.1 0.1 0.0 0.0
36 Editors amd reporters 0.1 0.1 0.0 0.1
54 Funeral directors and embalmers 0.0 0.0 0.1 0.0
55 Lawyers and judges 0.3 0.6 0.1 0.2
57 Musicians and music teachers 0.1 0.1 0.0 0.2
73 Pharmacists 0.2 0.2 0.0 0.2
74 Photographers 0.1 0.1 0.0 0.1
75 Physicians and surgeons 0.7 0.9 0.1 0.4
93 Teacher 0.2 0.5 0.1 0.2
98 Veterinarians 0.0 0.0 0.0 0.1
100 Farmer (owners and tenants) 28.6 48.2 18.2 26.6
201 Buyers and shippers, farm products 0.2 0.2 0.1 0.2
203 Conductors, railroad 0.1 0.1 0.1 0.1
240 Officers, pilots, pursers and engineers, ship 0.2 0.2 0.1 0.2
250 Officials and administrators (n. e. c.) public administration 0.1 0.2 0.1 0.2
270 Postmasters 0.0 0.1 0.0 0.1
290 Managers, officials, and proprietosr (n. e. c.) 5.5 5.0 7.1 7.7
300 Agents (n. e. c.) 0.1 0.1 0.0 0.1
310 Bookkeepers 0.3 0.3 0.2 0.6
335 Mail carriers 0.0 0.1 0.0 0.1
342 Shipping and receiving clerks 0.0 0.0 0.1 0.1
365 Teregraph operators 0.1 0.1 0.0 0.0
380 Ticket,station and express agent 0.1 0.1 0.0 0.1
390 Clercial and kindred workers (n. e. c.) 0.4 0.5 0.4 0.8
430 Hucksters and peddlers 0.3 0.3 0.6 0.4
450 Insurance agent and brokers 0.1 0.1 0.0 0.1
470 Real estate agents and brokers 0.1 0.1 0.1 0.1
490 Salesmen and sales clerks (n. e. c.) 1.4 1.3 1.0 1.8
500 Bakers 0.3 0.1 0.3 0.4
501 Blacksmiths 2.7 1.3 1.6 2.0
502 Bookbinders 0.0 0.0 0.0 0.1
503 Boilermakers 0.1 0.0 0.3 0.3
504 Brickmasons, stonemasons, and tile setters 0.9 0.7 1.7 1.5
505 Cabinet makers 0.3 0.2 0.1 0.3
510 Carpenters 7.3 3.2 2.0 3.5
512 Compositors and Typesetters 0.4 0.2 0.2 0.5
523 Foremen (n. e. c) 0.3 0.2 0.6 0.7
533 Inspectors (n. e. c) 0.0 0.0 0.1 0.1
534 Jewelers, watchmakers, goldsmiths, and silversmiths 0.1 0.1 0.1 0.3
541 Locomotive engineers 0.2 0.1 0.1 0.2
542 Locomotive firemen 0.1 0.1 0.1 0.1
544 Machinists 0.7 0.4 0.6 2.2
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555 Millers, grain, flour, feed, etc 0.3 0.4 0.1 0.5
560 Millwrights 0.2 0.1 0.0 0.1
561 Molders, metal 0.4 0.2 0.6 0.6
564 Painters, construction and maintenance 1.0 0.7 0.6 1.5
570 Pattern and model makers, except paper 0.0 0.0 0.0 0.2
573 Plasteres 0.2 0.2 0.3 0.3
574 Plumbers and pipe fitters 0.1 0.1 0.3 0.4
580 Rollers and roll hands, metal 0.0 0.0 0.0 0.1
581 Roofers and slaters 0.0 0.0 0.1 0.2
582 Shoemakers and repairers, expect factory 1.3 0.6 1.4 1.2
583 Stationary engineers 0.6 0.4 0.6 1.3
584 Stone cutters and stone carvers 0.3 0.1 0.6 0.7
585 Structural metal workers 0.1 0.0 0.0 0.0
590 Tailors and tailoresses 0.3 0.2 1.0 1.0
591 Tinsmiths, copprersmiths, and sheet metal workers 0.3 0.2 0.2 0.4
593 Upholsterers 0.0 0.0 0.1 0.1
594 Craftsmen and kindred workers (n. e. c.) 1.0 0.6 0.7 0.7
595 Members of the armed services 0.0 0.0 0.1 0.1
623 Boatmen, canalmen, and lock keepers 0.1 0.1 0.2 0.1
624 Brakemen, railroad 0.1 0.1 0.2 0.1
625 Bus drivers 0.1 0.1 0.2 0.1
632 Deliverrymen and routemen 0.0 0.0 0.1 0.0
633 Dressmakers and seamstresses, expect 0.6 0.5 0.5 0.4
634 Dyers 0.0 0.0 0.1 0.2
635 Filers, grinders, and polishers, metal 0.2 0.0 0.1 0.2
641 Furnacemen, smeltermen and pourers 0.1 0.1 0.4 0.5
642 Heaters, metal 0.0 0.0 0.0 0.1
643 Laundry and dry cleaning operatives 0.0 0.0 0.1 0.1
644 Meat cutter, except slaughter and packing house 0.4 0.4 0.4 0.8
645 Milliners 0.1 0.1 0.1 0.1
650 Mine operatives and laborers 1.4 0.8 3.2 8.6
670 Painters, except constuction or maintenance 0.1 0.1 0.1 0.1
673 Sailors and deck hands 0.6 0.3 0.3 0.4
674 Sawyers 0.2 0.1 0.0 0.1
675 Spinners, textiles 0.0 0.0 0.0 0.2
680 Stationary firemen 0.1 0.1 0.3 0.1
681 Swichmen, railroad 0.0 0.0 0.1 0.0
682 Taxicab drivers and chauffers 0.1 0.1 0.7 0.2
683 Truck and tractor drivers 1.6 1.0 2.4 0.9
684 Weavers, textile 0.1 0.1 0.3 0.6
690 Operative and kindred worker (n. e. c.) 11.8 3.8 9.7 9.8
710 Laundresses, private household 0.2 0.4 1.2 0.2
720 Private household workers (n. e. c) 0.1 0.4 0.2 0.1
740 Barbers, beauticians and manicurists 0.3 0.2 0.0 0.1
750 Bartenders 0.1 0.1 0.1 0.1
それでそのような世帯主の就業構造に対して家族員はどのような職業に就業していたのか
という問題をつぎに検討することにしたい。
Table 23 は息子と娘の就業状況を職業大分類で示したものである。まず息子の職業をみて
おくと，アメリカ人の場合には農業労働者が一番多く，37.0％を占め，以下労働者の17.7％，
農民の13.4％，特定の専門職人の13.0％，職人の7.0％という順序であり，それらが職業の中
核を占めている。他方アイルランド人移民の場合には特定の専門職人が一番多く35.6％を占
め，以下不特定の労働者の26.4％，職人の15.4％という順序であり，それらの雇用と自営の
職業が中核を占め，農業や農業労働者が極めて少ないという特徴がそこにみられる。アメリ
カ人での農業労働者は将来親の土地を相続し，農民になる可能性を強くもつものと思われる。
それらに対してカナダ人移民とイギリス人の移民の場合には世帯主の職業構造と類似性を強
く持つ。つまり，一番多い職業は特定の専門職人（41.7％，45.3％）であり，以下不特定労
働者（17.2％，14.1％)，農業労働者（13.6％，8.1％)，農民（8.8％，6.7％）が代表的職業
といえる。したがって，それらはアメリカ人とアイルランド人移民の中間的性格をもつもの
と位置付られるであろう。
Table 24 は息子の0.1％以上の職業を小分類項目で示したものである。それをみると職業
総数は105種類であり，それは世帯主（父親）の104種類と同じとみてよい。まずアメリカ人
の場合を見れば，農業労働者が１番多く37.0％を占め，以下不特定労働者の17.2％，農民の
13.4％，特定の専門職人の8.1％，セールスマンの4.4％という順序であり，それらが息子の
代表的職業とみられる。アイルランド人移民の場合には一番多いのは不特定労働者の25.8％
であり，以下特定の専門職人の23.4％，農民の4.5％，セールスマンの3.8％，炭鉱労働者の
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752 Boarding and lodging house keepers 0.4 0.2 0.4 0.3
754 Cooks, except private household 0.1 0.2 0.1 0.1
763 Guards, watchmen, and doorkeepers 0.2 0.1 0.7 0.4
770 Janitors and sextons 0.1 0.1 0.2 0.2
771 Marshals and constables 0.0 0.1 0.0 0.0
773 Policemen and detectives 0.1 0.1 0.5 0.1
780 Porters 0.1 0.1 0.5 0.1
781 Practical nurses 0.1 0.0 0.1 0.1
784 Waiters and waitresses 0.1 0.1 0.1 0.1
820 Farm laborers, wage workers 2.5 6.8 1.3 1.2
910 Fishermen and oystermen 0.5 0.3 0.1 0.1
930 Gardners, except farm, and groundskeepers 0.1 0.2 0.8 0.9
940 Longshoremen and stevedores 0.1 0.0 0.4 0.1
950 Lumbermen, raftsmen, and woodchoppers 1.2 0.2 0.1 0.1
970 Laborers (n. e. c.) 14.7 10.9 29.1 7.1
N (persons) 172528 6677189 613106 313985
Note: over 0.1％ of each occupation of household head
Source: NAPP U. S. 1880 Datafile
3.8％という順序である。そしてそれらが代表的職業であるが，世帯主（父親）と比較すれ
ば不特定労働者は同じ割合で，農民が減少し，特定の専門職人化（見習い，Apprentice）や
セールスマンへ職業移動がみられるのが特徴と言えよう。アメリカ人の父と息子の職業分布
の違いに関しては，農民の減少，マネジャーの減少，農業労働者の増加，不特定労働者の増
加，特定の専門職人の増加という傾向を認めることができる。農業労働者の増加は将来土地
を継承して農民になる可能性を強く持つものと思われるが，やはりここでも息子による職業
の多様化，拡散性の方向が存在するものと解釈しておいた方が良いだろう。
他方カナダ人移民とイギリス人移民に関しては，特定の専門職人が一番多く，36.1％と
23.0％を占め，以下不特定労働者（16.2％，13.7％)，農業労働者（13.6％，8.1％)，農民
（8.8％，6.7％）が代表的職業といえるが，イギリス人移民の場合炭鉱労働者の15.3％は特
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Table 23．Percentage of Occupations of Children in the United States (1880, ％)
Sex Code Occupation Ireland U.S. Canada G.B.
Sons 1 Professional, Tecknical 0.8 357 1.8 56634 1.1 510 1.4 603
2 Farmers 4.5 2024 13.4 427071 8.8 4196 6.7 2911
3
Managers, Officials &
Proprietors
3.0 1375 1.7 55138 1.2 565 2.0 866
4 Clercil and Kindred 2.5 1126 2.5 79703 2.3 1084 3.5 1509
5 Sales workers 4.4 2016 4.7 150576 4.0 1882 4.8 2086
6 Craftsman 15.4 6967 7.0 224455 9.3 4401 13.3 5814
7 Operatives 35.6 16144 13.0 413137 41.7 19773 45.3 19775
8
Servise worker
(private household)
0.1 56 0.3 8794 0.1 53 0.1 26
9
Service
(not household)
2.0 893 0.8 26624 0.8 360 0.8 356
10 Farm Labores 5.3 2390 37.0 1177551 13.6 6476 8.1 3548
11 Labores 26.4 11967 17.7 564802 17.2 8170 14.1 6151
Total 100.0 45315 100.0 3184485 100.0 47470 100.0 43645
Daughters 1 Professional, Tecknical 2.1 476 12.5 101106 4.7 1162 5.3 825
2 Farmers 0.0 10 1.0 7865 0.1 21 0.1 18
3
Managers, Officials &
Proprietors
0.9 199 0.4 3302 0.2 45 0.6 100
4 Clercil and Kindred 0.3 73 0.7 5936 0.5 119 0.5 84
5 Sales workers 1.9 429 2.3 18652 1.6 387 2.5 393
6 Craftman 4.9 1125 3.1 25230 2.7 666 3.5 552
7 Operatives 75.7 17451 35.1 284299 83.6 20707 77.3 12106
8
Servise worker
(private household)
12.5 2869 11.4 91906 5.6 1378 8.6 1342
9
Service
(not household)
1.2 279 2.0 16245 0.5 136 0.8 125
10 Farm Labores 0.1 23 21.3 172517 0.2 45 0.3 45
11 Labores 0.5 105 10.1 81759 0.5 113 0.5 72
Total 100.0 23039 100.0 808817 100.0 24779 100.0 15662
Source: NAPP U. S. 1880 Datafile
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Table 24．Percentage of Occupations of Sons in the United States (1880, ％)
Code Occupation Canada U.S. Ireland G.B.
3 Airplane polots and navigators 0.1 0.0 0.0 0.0
4 Artists and teacher 0.0 0.0 0.0 0.1
32 Dentists 0.1 0.1 0.0 0.0
55 Lawyers and judges 0.1 0.3 0.2 0.1
57 Musicians and music teachers 0.1 0.1 0.0 0.1
73 Pharmacists 0.1 0.1 0.0 0.1
74 Photographers 0.1 0.1 0.0 0.1
75 Physicians and surgeons 0.1 0.2 0.0 0.1
93 Teacher 0.3 0.7 0.2 0.2
99 Professional, technical and kindred worker (n. e. c.) 0.1 0.0 0.0 0.1
100 Farmer (owners and tenants) 8.8 13.4 4.5 6.7
201 Buyers and shippers, farm products 0.0 0.1 0.1 0.1
203 Conductors, railroad 0.1 0.1 0.1 0.0
240 Officers, pilots, pursers and engineers, ship 0.1 0.0 0.1 0.0
290 Managers, officials, and proprietors (n. e. c.) 1.0 1.5 2.7 1.8
310 Bookkeepers 0.5 0.5 0.5 0.5
340 Messengers and office boys 0.3 0.3 0.5 0.7
342 Shipping and receiving clerks 0.0 0.0 0.1 0.1
360 Telegraph messengers 0.0 0.0 0.1 0.1
365 Teregraph operators 0.3 0.2 0.2 0.2
390 Clercial and kindred workers (n. e. c.) 0.9 1.1 1.0 1.6
430 Hucksters and peddlers 0.2 0.2 0.5 0.4
460 Newsboy 0.0 0.1 0.1 0.1
490 Salesmen and sales clerks (n. e. c.) 3.7 4.4 3.8 4.2
500 Bakers 0.2 0.1 0.2 0.2
501 Blacksmiths 0.7 0.6 1.3 0.9
502 Bookbinders 0.0 0.1 0.1 0.1
503 Boilermakers 0.1 0.1 0.4 0.3
504 Brickmasons, stonemasons, and tile setters 0.3 0.3 1.1 0.7
505 Cabinet makers 0.2 0.1 0.1 0.2
510 Carpenters 1.9 1.1 1.6 1.3
512 Compositors and Typesetters 0.7 0.6 0.9 1.0
521 Engravers, exceot photoengravers 0.0 0.0 0.0 0.2
523 Foremen (n. e. c) 0.1 0.0 0.2 0.1
533 Inspectors (n. e. c) 0.0 0.0 0.1 0.0
534 Jewelers, watchmakers, goldsmiths, and silversmiths 0.1 0.1 0.1 0.2
541 Locomotive engineers 0.1 0.1 0.1 0.1
542 Locomotive firemen 0.1 0.1 0.2 0.1
544 Machinists 0.6 0.4 1.2 1.7
554 Mechanics and repairmen (n. e. c.) 0.1 0.1 0.1 0.1
555 Millers, grain, flour, feed, etc 0.1 0.1 0.1 0.1
560 Millwrights 0.0 0.0 0.0 0.0
561 Molders, metal 0.4 0.3 1.2 0.6
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564 Painters, construction and maintenance 1.0 0.7 1.0 1.0
565 Paperhangers 0.0 0.0 0.0 0.1
570 Pattern and model makers, except paper 0.0 0.0 0.0 0.1
571 Photoengravers and litographers 0.0 0.0 0.0 0.1
573 Plasteres 0.1 0.1 0.3 0.2
574 Plumbers and pipe fitters 0.3 0.2 1.0 0.5
580 Rollers and roll hands, metal 0.0 0.0 0.1 0.2
581 Roofers and slaters 0.0 0.0 0.1 0.1
582 Shoemakers and repairers, expect factory 0.4 0.2 0.6 0.4
583 Stationary engineers 0.3 0.2 0.4 0.6
584 Stone cutters and stone carvers 0.2 0.1 0.8 0.5
585 Structural metal workers 0.0 0.0 0.0 0.0
590 Tailors and tailoresses 0.2 0.2 0.3 0.5
591 Tinsmiths, copprersmiths, and sheet metal workers 0.2 0.3 0.4 0.3
593 Upholsterers 0.1 0.1 0.1 0.1
594 Craftsmen and kindred workers (n. e. c.) 0.5 0.4 0.9 0.4
595 Members of the armed services 0.0 0.0 0.1 0.1
602 Apprentice carpenters 0.1 0.1 0.1 0.1
604 Apprentice machinists and toolmakers 0.1 0.1 0.1 0.3
610 Apprentoce plumbers and pipe fitters 0.0 0.0 0.1 0.1
611 Apprentices, building trades (n. e. c.) 0.1 0.1 0.0 0.0
612 Apprentice, metalworking trades (n. e. c.) 0.2 0.2 0.3 0.4
613 Apprentice, printing trades 0.1 0.1 0.1 0.1
614 Apprentices, other specified trades 0.3 0.3 0.3 0.5
615 Apprentice, trade not specified 0.0 0.1 0.0 0.1
623 Boatmen, canalmen, and lock keepers 0.1 0.2 0.4 0.1
624 Brakemen, railroad 0.2 0.1 0.3 0.1
625 Bus drivers 0.0 0.0 0.2 0.0
632 Deliverrymen and routemen 0.0 0.1 0.1 0.1
633 Dressmakers and seamstresses,expect 0.0 0.0 0.0 0.0
634 Dyers 0.0 0.0 0.2 0.2
635 Filers, grinders, and polishers, metal 0.1 0.1 0.2 0.3
641 Furnacemen, smeltermen and pourers 0.0 0.1 0.3 0.4
642 Heaters, metal 0.0 0.0 0.0 0.1
644 Meat cutter, except slaughter and packing house 0.3 0.4 0.7 0.5
650 Mine operatives and laborers 1.0 1.1 3.8 15.3
670 Painters, except constuction or maintenance 0.2 0.2 0.3 0.2
673 Sailors and deck hands 0.8 0.5 0.6 0.5
674 Sawyers 0.1 0.0 0.0 0.0
675 Spinners, textiles 0.2 0.0 0.1 0.2
680 Stationary firemen 0.1 0.1 0.2 0.2
681 Swichmen, railroad 0.0 0.0 0.1 0.0
682 Taxicab drivers and chauffers 0.1 0.1 0.4 0.1
683 Truck and tractor drivers 0.9 0.8 2.5 1.2
684 Weavers, textile 0.4 0.1 0.6 1.1
徴とみられる職業といえよう。それは世帯主の8.6％の割合とある程度対応し，親の職業を
継承していること，イギリス人の移民以前の職業が強く反映しているものとみてよい。した
がって，カナダ人移民とイギリス人移民の息子の就業構造はアメリカ人とアイルランド人移
民の中間的性格を強くもつものといってよい。
以上から息子は親の職業をある程度継承しながらアメリカの産業構造に対応して職業移動
が認められたのである。つまり息子の就業構造は世帯主（父親）の就業構造と基本的には類
似性を持ちながらも，少しずつ変化が顕在化していると解釈した方がよいといえよう。
つぎに配偶者の職業を国別に示したのが Table 25 である。配偶者の就業者はカナダ人移
民，イギリス人移民ではかなり少ないようである。それによるとアメリカ人の場合には農場
労働者が一番多く，38.5％を占め，以下労働者の23.6％，家内サービス業（家内サーヴァン
ト）が13.4％，特定の専門職人の9.7％という順序である。アイルランド人移民の場合には
特定の専門職人が一番多く38.6％を占め，以下家内サービスの21.1％，マネジャーが15.5％
という順序である。カナダ人移民，イギリス人移民の場合には特定の専門職人が67.0％と
53.1％とそれぞれ一番多く，それ以外では家内サービス業（それぞれ6.0％)，家庭外のサー
ビス業（9.1％，8.5％）が代表的職業であるといえよう。
そこでそれらの職業の内容にたちいってみよう。Table 26 は小分類により配偶者の職業を
示したものである。それをみれば0.1％以上の職種は86種類あるが，アメリカ人の場合一番
多い職業は農場労働者であり，それは38.5％を占め，以下不特定の労働者の23.5％，家庭の
洗濯の8.3％，婦人服仕立て・裁縫婦の4.3％，農民の3.6％という職業が主要なものであると
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690 Operative and kindred worker (n. e. c.) 36.1 8.1 23.4 23.0
720 Private household workers (n. e. c) 0.1 0.3 0.1 0.1
740 Barbers, beauticians and manicurists 0.3 0.2 0.1 0.2
750 Bartenders 0.1 0.1 0.6 0.2
752 Boarding and lodging house keepers 0.0 0.0 0.4 0.0
754 Cooks, except private household 0.1 0.0 0.0 0.0
763 Guards, watchmen, and doorkeepers 0.0 0.0 0.2 0.1
773 Policemen and detectives 0.0 0.0 0.3 0.0
780 Porters 0.1 0.1 0.4 0.1
784 Waiters and waitresses 0.1 0.1 0.2 0.1
790 Service workers, except private household (n. e. c) 0.1 0.1 0.1 0.1
820 Farm laborers, wage workers 13.6 37.0 5.2 8.1
910 Fishermen and oystermen 0.3 0.3 0.1 0.1
930 Gardners, except farm, and groundskeepers 0.1 0.1 0.2 0.2
940 Longshoremen and stevedores 0.0 0.0 0.3 0.0
950 Lumbermen, raftsmen, and woodchoppers 0.6 0.1 0.0 0.0
970 Laborers (n. e. c.) 16.2 17.2 25.8 13.7
N (persons) 47470 3184485 45315 43645
Note: over 0.1％ of each occupation of household head
Source: NAPP U. S. 1880 Datafile
いえる。
他方アイルランド人移民の場合には，特定の専門職人が一番多く25.2％を占め，以下家庭
での洗濯業の17.7％，マネジャーの15.3％，婦人服仕立て・裁縫婦の7.8％が代表的な職業で
あり，それらはすべて雇用労働あるいは自営業に属する職業といえる。アメリカ人の場合に
おける農場労働者の割合の多さは家族農場における主婦の役割と関連しているであろうが，
アイルランド人移民は雇用労働を主要な職業とする点が大きな相違であるといえよう。他方
カナダ人移民とイギリス人移民の場合には特定の専門職人（42.4％，30.1％)，婦人服仕立
て・裁縫婦（16.4％，11.4％)，マネジャー（4.2％，13.2％）が代表的職業とみなされ，そ
れらはアイルランド人移民と同じ性格を持ち，雇用労働や自営業とみなされるものである。
最後に Table 23 で娘の就業状況を全体的にみておけば，アメリカ人の場合特定の専門職
人が一番多く，全体の 13 に相当する35.1％を占め，以下農場労働者の21.3％，専門家・技
術者の12.5％，労働者の10.1％という順序である。アイルランド人移民では，特定の専門職
人が75.7％で一番多く，それ以外では家内サービスの12.5％だけに限定されている。それら
に対して，カナダ人移民，イギリス人移民では特定の専門職人（83.6％，77.3％）と家内サ
ービス（5.6％，8.6％)，専門家・技術者（4.7％，5.3％）に限定された分布を示している。
これらの分布もアメリカ人とアイルランド人移民の中間的地位に位置づけらるものとみてよ
い。そこでもう少し内容に立ち入った分析をしておこう。
Table 27 は娘の職業を小分類で示した表である。娘の職種数は38種類であり，それを配偶
者（母親）の86種類と比較すれば，かなり少ないことが理解される。アメリカ人に関して，
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Table 25．Percentage of Occupations of Spouses in the United States (1880, ％)
Code Occupation
Ireland U.S. Canada G.B.
％ N ％ N ％ N ％ N
1 Professinal, Tecknikal 1.0 125 2.3 7095 3.6 153 5.4 286
2 Farmers 1.5 186 3.6 10924 1.8 77 2.5 133
3
Managers, Officials &
Proprietors
15.5 1951 1.7 5365 4.3 182 13.5 713
4 Clercil and Kindred 0.2 27 0.2 505 0.2 10 0.6 32
5 Sales workers 2.2 284 0.5 1481 1.2 49 2.2 116
6 Craftman 4.8 606 1.3 3890 4.5 192 6.1 321
7 Operatives 38.6 4871 9.7 29850 67.0 2844 53.1 2815
8
Service woker
(private household)
21.1 2660 13.4 41080 6.0 256 6.0 318
9
Service woker
(not household)
8.7 1098 5.3 16386 9.1 385 8.5 452
10 Farm Labores 0.6 71 38.5 118382 0.6 24 0.5 29
11 Labores 5.9 745 23.6 72394 1.8 75 1.5 82
Total 100.0 12624 100.0 307352 100.0 4247 100.0 5297
Note: over 0.1％ of each occupation of household head
Source: NAPP U. S. 1880 Datafile
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Table 26．Percentage of Occupations of Spouses in the United States (1880, ％)
Code Occupation Canada U.S. Ireland G.B.
1 Actors and actresses 0.0 0.1 0.1 0.7
4 Artists and teacher 0.2 0.1 0.0 0.4
9 Clergymen 0.0 0.0 0.0 0.1
51 Entertainers (n. e. c.) 0.0 0.0 0.0 0.1
57 Musicians and music teachers 0.6 0.3 0.2 1.3
73 Pharmacists 0.0 0.0 0.0 0.1
74 Photographers 0.0 0.0 0.0 0.1
75 Physicians and surgeons 0.4 0.2 0.1 0.5
78 Religious workers 0.0 0.0 0.0 0.1
93 Teacher 2.0 1.4 0.5 1.6
97 Therapists and healers (n. e. c.) 0.0 0.0 0.0 0.1
99 Professional, technical and kindred worker (n. e. c.) 0.1 0.0 0.0 0.1
100 Farmer (owners and tenants) 1.8 3.6 1.5 2.5
270 Postmasters 0.0 0.1 0.0 0.2
290 Managers, officials, and proprietorsrou (n. e. c.) 4.2 1.6 15.3 13.2
310 Bookkeepers 0.1 0.0 0.0 0.2
365 Teregraph operators 0.0 0.0 0.0 0.1
390 Clercial and kindred workers (n. e. c.) 0.2 0.1 0.1 0.2
430 Hucksters and peddlers 0.2 0.1 1.2 0.4
460 Newsboy 0.0 0.1 0.0 0.0
490 Salesmen and sales clerks (n. e. c.) 0.9 0.4 1.0 1.8
500 Bakers 0.1 0.0 0.2 0.4
501 Blacksmiths 0.2 0.0 0.2 0.2
502 Bookbinders 0.0 0.0 0.0 0.1
503 Boilermakers 0.0 0.0 0.1 0.1
504 Brickmasons, stonemasons, and tile setters 0.1 0.0 0.3 0.2
505 Cabinet makers 0.0 0.0 0.0 0.1
510 Carpenters 0.5 0.1 0.4 0.5
512 Compositors and Typesetters 0.0 0.0 0.1 0.2
523 Foremen (n. e. c) 0.0 0.0 0.1 0.1
534 Jewelers, watchmakers, goldsmiths, and silversmiths 0.0 0.0 0.0 0.1
544 Machinists 0.0 0.0 0.1 0.2
554 Mechanics and repairmen (n. e. c.) 0.0 0.0 0.0 0.1
561 Molders, metal 0.0 0.0 0.1 0.1
564 Painters, construction and maintenance 0.1 0.0 0.1 0.2
573 Plasteres 0.0 0.1 0.0 0.1
574 Plumbers and pipe fitters 0.0 0.0 0.0 0.1
581 Roofers and slaters 0.0 0.0 0.1 0.0
582 Shoemakers and repairers, expect factory 0.1 0.0 0.3 0.3
583 Stationary engineers 0.1 0.0 0.1 0.2
584 Stone cutters and stone carvers 0.1 0.0 0.1 0.1
590 Tailors and tailoresses 3.1 0.7 2.4 2.5
591 Tinsmiths, copprersmiths, and sheet metal workers 0.0 0.0 0.0 0.1
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593 Upholsterers 0.0 0.0 0.0 0.1
594 Craftsmen and kindred workers (n. e. c.) 0.0 0.0 0.1 0.0
625 Bus drivers 0.0 0.0 0.1 0.0
633 Dressmakers and seamstresses, expect 16.4 4.3 7.8 11.4
634 Dyers 0.0 0.0 0.0 0.1
635 Filers, grinders, and polishers, metal 0.1 0.0 0.0 0.0
641 Furnacemen, smeltermen and pourers 0.0 0.0 0.0 0.1
643 Laundry and dry cleaning operatives 0.5 0.2 1.4 0.5
644 Meat cutter, except slaughter and packing house 0.0 0.0 0.0 0.1
645 Milliners 4.7 1.7 1.8 5.8
650 Mine operatives and laborers 0.2 0.0 0.2 0.8
670 Painters, except constuction or maintenance 0.2 0.0 0.0 0.0
673 Sailors and deck hands 0.2 0.1 0.2 0.2
675 Spinners, textiles 0.0 0.0 0.1 0.1
682 Taxicab drivers and chauffers 0.0 0.0 0.1 0.1
683 Truck and tractor drivers 0.1 0.1 0.4 0.1
684 Weavers, textile 2.0 0.4 1.1 3.6
690 Operative and kindred worker (n. e. c.) 42.4 2.9 25.2 30.1
700 Housekeepers, private household 0.1 0.0 0.0 0.0
710 Laundresses, private household 4.3 8.3 17.7 3.8
720 Private household workers (n. e. c) 1.6 5.0 3.3 2.1
731 Attedants, professional and personal service (n. e. c.) 0.0 0.0 0.0 0.1
740 Barbers, beauticians and manicurists 0.7 0.2 0.1 0.2
750 Bartenders 0.0 0.0 0.2 0.0
752 Boarding and lodging house keepers 6.4 1.3 5.0 5.0
753 Charwomen and cleaners 0.0 0.0 0.3 0.0
754 Cooks, except private household 0.7 3.1 1.0 0.6
763 Guards, watchmen, and doorkeepers 0.0 0.0 0.2 0.0
764 Housekeepers and stewards, except private household 0.3 0.2 0.2 0.5
770 Janitors and sextons 0.0 0.0 0.5 0.4
772 Midwives 0.1 0.1 0.1 0.7
773 Policemen and detectives 0.0 0.0 0.1 0.0
780 Porters 0.0 0.0 0.1 0.0
781 Practical nurses 0.4 0.2 0.3 0.8
784 Waiters and waitresses 0.1 0.1 0.1 0.1
785 Wachmen and bridge tenders 0.0 0.0 0.2 0.0
790 Service workers, except private household (n. e. c) 0.1 0.1 0.3 0.2
820 Farm laborers, wage workers 0.6 38.5 0.6 0.5
910 Fishermen and oystermen 0.0 0.0 0.0 0.0
930 Gardners, except farm, and groundskeepers 0.0 0.0 0.1 0.0
940 Longshoremen and stevedores 0.0 0.0 0.1 0.0
950 Lumbermen, raftsmen, and woodchoppers 0.1 0.0 0.0 0.1
970 Laborers (n. e. c.) 1.6 23.5 5.7 1.5
N (persons) 4247 307352 12624 5297
Note: over 0.1％ of each occupation of household head
Source: NAPP U. S. 1880 Datafile
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Table 27．Percentage of Occupations of Daughters in the United States (1880, ％)
Code Occupation Canada U.S. Ireland G.B.
1 Actors and actresses 0.0 0.1 0.0 0.1
4 Artists and teacher 0.1 0.1 0.0 0.2
57 Musicians and music teachers 0.5 1.1 0.1 0.7
93 Teacher 4.1 11.0 1.8 4.1
99 Professional, technical and kindred worker (n. e. c.) 0.0 0.0 0.0 0.1
100 Farmer (owners and tenants) 0.1 1.0 0.0 0.1
290 Managers, pofficials, and proprietor (n. e. c.) 0.2 0.4 0.9 0.6
310 Bookkeepers 0.1 0.2 0.1 0.1
320 Cashiers 0.0 0.0 0.0 0.1
340 Messengers and office boys 0.0 0.0 0.1 0.1
365 Teregraph operators 0.1 0.1 0.0 0.1
390 Clercial and kindred workers (n. e. c.) 0.2 0.3 0.1 0.2
490 Salesmen and sales clerks (n. e. c.) 1.5 2.3 1.8 2.5
502 Bookbinders 0.1 0.2 0.3 0.2
503 Boilermakers 0.0 0.0 0.1 0.0
512 Compositors and Typesetters 0.1 0.2 0.1 0.2
523 Foremen (n. e. c) 0.0 0.0 0.1 0.1
582 Shoemakers and repairers, expect factory 0.0 0.0 0.0 0.1
590 Tailors and tailoresses 2.3 2.6 4.1 2.7
614 Apprentices, other specified trades 0.3 0.4 0.3 0.5
633 Dressmakers and seamstresses, expect 9.5 12.3 18.0 13.8
635 Filers, grinders, and polishers, metal 0.0 0.0 0.1 0.1
643 Laundry and dry cleaning operatives 0.2 0.2 1.2 0.3
645 Milliners 1.2 1.9 1.5 2.1
650 Mine operatives and laborers 0.0 0.0 0.0 0.1
670 Painters, except constuction or maintenance 0.0 0.0 0.0 0.1
675 Spinners, textiles 0.3 0.1 0.2 0.3
684 Weavers, textile 1.2 0.6 2.5 4.3
690 Operative and kindred worker (n. e. c.) 70.8 19.5 51.9 55.6
710 Laundresses, private household 0.3 1.4 1.9 0.5
720 Private household workers (n. e. c) 5.3 9.9 10.5 8.1
740 Barbers, beauticians and manicurists 0.1 0.1 0.2 0.1
754 Cooks, except private household 0.1 0.6 0.4 0.1
781 Practical nurses 0.1 0.9 0.2 0.2
784 Waiters and waitresses 0.1 0.1 0.2 0.1
790 Service workers, except private household (n. e. c) 0.1 0.2 0.2 0.1
820 Farm laborers, wage workers 0.2 21.3 0.1 0.3
970 Laborers (n. e. c.) 0.4 10.1 0.4 0.5
N (persons) 24779 808817 23039 15662
Note: over 0.1％ of each occupation of household head
Source: NAPP U. S. 1880 Datafile
農場労働者が一番多く，21.3％を占め，以下特定の専門職人の19.5％，婦人服仕立て・裁縫
婦の12.3％，教員の11.0％，労働者の10.1％が代表的職種であるといえる。アイルランド人
移民では特定の専門職人が51.9％で一番多く，以下婦人服仕立て・裁縫婦の18.0％，家内サ
ービスの10.5％に限定されている。それらに対してカナダ人移民とイギリス人移民では特定
の専門職人（70.8％，55.6％）に集中し，それ以外には婦人服仕立て・裁縫婦（9.5％，13.8
％)，家庭内労働（5.3％，8.1％)，教員（それぞれ4.1％）に限定された分布を示しており，
やはり娘に関しても両者はアメリカ人とアイルランド人移民の中間的地位に属しているもの
といえよう。
以上において世帯主，息子，配偶者，娘に区分してアメリカの就業構造を主にネイティブ
なアメリカ人とアイルランド人移民の比較をとおして分析してきた。それは以下のように要
約できるであろう。すなわちネイティブなアメリカ人は主に農業に就業しながら世帯主を中
核にして息子がそれの補助労働者的役割を持ちながら，配偶者と娘がそれをさらにサポート
する家業的な家族戦略をとっている。他方では，世帯主が雇用労働者として就業する場合に
は，息子，配偶者，娘も就業できる状況であるならば，雇用労働あるいは自営的労働に従事
するという家族戦略をとっている。それに対してアイルランド人移民は世帯主が農業に従事
する者もいるが，どちらかといえば雇用労働が主な職業であり，それはアイルランドでの移
民前の職業，つまり彼らは土地なし農業労働者層であったことと関連づけることができるも
のと見てよいと思われる。すなわち家族員は世帯主の就業のみでは生計が維持できない場合
には，息子，配偶者，娘が雇用労働に従事して，家計を維持するという家族戦略をとり，お
もに世帯主 息子ラインが稼ぎ手の役割を持ち，配偶者 娘がそれを補助的にサポートする
家族の就業構造が明確に認められたのである。
５．むすびにかえて
以上において筆者はアメリカにおける家族構造を主にネイティブなアメリカ人家族とアイ
ルランド人移民家族を比較しながら検討してきたのであるが，それらをここで要約し，今後
残された問題点を指摘することによりむすびに変えたいと思う。
まず筆者これまでアイルランドの家族構造研究において1821年，1841年，1851年の残存し
ているセンサス個票と1901年と1911年の３教区のセンサス個票をデータにしてアイルランド
の家族形態が19世紀中ごろまで分割相続に基づく単純家族世帯が支配的であつたが，19世紀
中ごろ以降持参金制度にもとづく縁組婚システムと不分割相続システムの浸透により直系家
族を含む拡大家族世帯，多核家族世帯へ変化したこと検証した。そしてアイルランドにとっ
て最悪である1845年のじゃがいも胴枯れ病による大飢饉により移民の増加が顕現してくるが，
それは直系家族システムの形成と強い関連性があったのである。すなわち，家業である農家
の継承者は原則的に１人の男子（長男の傾向が強い）が耕作地の保有を継承していくが，そ
れ以外の男子は家に残留するか，他出して就業しなければならなったのである。それも移民
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へのプシュ要因であつたといえよう。
すなわちアイルランド人の移民は当初土地なしの最底辺層ではなく，レンスター，マンス
ター，アルスターのどちらかといえば下層ではない農民や労働者層が中心であつた。とくに
アルスターにおけるプロテスタントの移民は熟練労働者が多かったことが先行研究で確認さ
れている。そして貧困地方であるコノートの貧困層はイングランドのリヴァープールやロン
ドンへ集中的に移住していく傾向にあり，エンゲルスの記述にもあるようにそこでも貧困な
生活を余儀なくされたのである。余裕がある階層やイギリスで余裕のできた階層の人々がア
メリカへ再移住する可能性も強くもっていたのである。つまり最終的にアイルランド人移民
はアメリカへの移民が各地方において一番多く，イギリスよりも移民先として優位な国であ
つたのである。すなわちアイルランド人移民にとってイギリスよりもアメリカの当時の経済
的発展と将来性がよりプル要因として作用したものとみなされたのではないかと思われる。
ところでそのようなアイルランド人の移民が移民先でどのような家族を形成していったの
かという研究はこれまで移民元の家族との関連性において検討されてこなかったのである。
そしてそれらを明らかにする事例的研究はあったものの，数量的にアメリカを全体的に追究
した研究は皆無であった。
ところが筆者はミネソタ人口センターの NAPPプロジェクトにおけるアメリカのデータ
ベースにより，その問題を検討することが可能になったのである。つまり，アメリカにおけ
るセンサスデータを利用してその課題を検討することができるようになったのである。そし
てアイルランド人移民の家族とネイティブなアメリカの家族との比較をとおしてアメリカの
家族の家族構造を全体的に明らかにすることが本稿の研究目標であったのである。
アメリカの場合には出生地別にアイルランド人，カナダ人，イギリス人，ネイティブのア
メリカ人に区分して家族構造を検討した。つまり基本的にはアイルランド人の移民家族とホ
スト国であるアメリカの家族との比較を中心に家族構造を検討した。そしてアイルランド人，
カナダ人，イギリス人の各移民も地域的に集中した居住性が顕著に認められたのである。
1880年においてはアメリカにおける移民数はアイルランド人とドイツ人移民が同程度の割合
を占め，他の国からの移民より多かったといえるのである。
ところでアメリカの家族研究には Rugglesによるケンブリッジグループに対するアンチテ
ーゼが提起されている〔Steven Ruggles, 1994, 2003]。すなわち彼は Laslettらの主張する産
業革命以前からの単純家族世帯支配説に対しては支持をしながらも，18世紀中ごろから19世
紀にかけて老齢親が子供，親族と同居していたとする拡大家族説を提起しているのである。
本研究ではその問題は中心的テーマではないが，アメリカの家族を検討するときにはある程
度検討する必要があるように思われる。
アメリカにおける家族は単純家族世帯が19世紀末には支配的形態であったことは明確であ
るものの，Rugglesにより指摘されているように19世紀中ごろには拡大家族が20％程度見出
されていたことも事実である。その後徐々に拡大家族は減少し1950～1960年に T, Parsons
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［パーソンズ，1981］や W. Goode［Goode, W, 1963］が核家族や夫婦家族を理論化した時
のアメリカの家族モデルはすでにスリムである核家族や夫婦家族が支配的形態であったので
ある。
それではアイルランド人移民はアメリカでどのような家族を形成していたのであろうか。
アメリカのデータには世帯類型の変数が現時点では入力されていないので世帯類型が分析で
きないのは残念であるが，アイルランド人移民の家族はアメリカ人の家族よりも規模が大き
な単純家族世帯を形成していたのである。それは子供数の多さに起因している。その子供数
に関して Guinnaneらのグループの仮説によればアメリカにおけるアイルランド人の移民は
アイルランド本国の出生率より低いが，ネイティブなアメリカ人より高い傾向があり，それ
はアイルランドにおける出生率の伝統を維持しているという考えである。筆者も同じ意見で
あり，アイルランド人の移民はアメリカ社会に融合しようとしながらも，そこにアイルラン
ド的伝統が維持されているものと判断されたのである。
このような家族構造を家族の就業状況と関連付ければ，アメリカ人の家族では農業が主業
である割合が過半数であり，それを中核にしながら雇用労働化が進行していくという就業構
造の二極性が顕著にみられるのである。そして農業での家族内役割は世帯主 息子が中核ラ
インを形成し，配偶者 娘ラインがサポート的役割を遂行することになるのである。しかし，
世帯主が雇用されている場合に，つぎに述べるアイルランド人移民と同じ性格を持つことに
なるのである。
それに対してアイルランド人の移民家族では農業よりも雇用労働化が顕著であり，1860年
代以降におけるアメリカの工業化のなかで，とくに1880年代は好況期であるといわれており，
そこにはプル要因が強く働いていたとみられる [岡田泰男，2000，1367]。そのような状況
においてアイルランド人移民もアメリカの労働市場に吸収されていったものとみられるので
ある。そして彼らは主にブルーカラー層を形成することになる。そして世帯主のみならず，
息子，配偶者，娘もそのような労働市場で雇用される傾向にあり，家族員の総就業化がアイ
ルランド人移民の家族戦略であつたものと判断されるのである。したがって世帯主（父親）
息子ラインが中核を形成し，配偶者 娘ラインが副次的役割を担うという構図がそこに認
められるのである。
それらに対してカナダ人移民，イギリス人移民はアイルランド人移民とアメリカ人の中間
的性格をもつものとみられるのである。つまり就業に関して農民的性格と雇用的性格の二面
性を持ち，就業に関する家族内役割も農民的性格と雇用的性格のどちらかを持つものと判断
されるのである。そして，アイルランド人の移民家族は，そのような就業構造を土台にして
生計を維持しやすい単純家族世帯を形成していったのである。
しかし本稿はアメリカにおけるアイルランド人移民をアメリカの歴史的コンテキストと関
連付けていないことと，NAPPプロジェクトにおける1880年のアメリカのデータベースには
ハメル＝ラスレットの世帯分類の変数が未だ構築されていないことにより，アメリカの世帯
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構成を分析できなかったという課題が今後に残された問題であるといえよう。
[付記] 本研究を遂行するにあたって，ダブリン大学トリニティ・カレッジ，Louis Cullen名誉教授，
ミネソタ大学人口センター，Steve Ruggles教授，Evan Roberts研究員，Catherin Fitch研究員に深く
感謝しておきたい。なお本稿は2006年度桃山学院大学特定個人研究費および平成19年度科学研究費補
助金基盤研究 (Ｃ) の成果の一部である。
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Family Structure of Irish Immigrants in America
in the Late 19th Century
Yoshifumi SHIMIZU
The present paper sets out to clarify the characteristics of Irish immigrants in America in the
late 19th century by comparing the family system of the Ireland-born immigrants to that of
American-born citizens, and by examining the pull and push factors for Irish immigrants, from the
theoretical perspective of family strategies.
I propose a hypothesis that in Ireland, simple family households based on the partible inheri-
tance system were dominant in the early 19th century but after the Great Famine in 1845 they
shifted to extended family households or multiple family households based on the arranged mar-
riage /dowry system and impartible inheritance.
Meanwhile, the Irish-American immigrants, who had lived in extended family households or
multiple family households in their home country, formed simple family households in America,
their host country, adjusting themselves to American communities. The head and members of
each household adopted a family strategy in which all family members should have jobs, to pursue
their well-being.
To verify this hypothesis, I used the 1880 census data of the NAPP (North Atlantic Population
Project) issued by the Minnesota Population Center to analyze the Irish immigrant families in
America, with the following results:
The population of Ireland decreased by 3 million between 1841 and 1881. Many poor people
emigrated to America, where they formed ghettos and got jobs similar to those they had in
Ireland. It seems that such immigration took place due to the push factors associated with the
change in the family system in Ireland after the Great Famine and the pull factors along with the
industrial revolution in America around 1850.
First, it was found that most Irish immigrants lived in areas of the Middle Atlantic (44.1%),
New England (19.7%), East North Central (16.4%) and West North Central (9.2%). By state,
New York received the largest number of Irish immigrants, accounting for 26.6%, followed by
Pennsylvania with 13.5%, Ohio with 6.8% and Massachusetts with 6.7%.
Secondly, it was found that the average size of an Irish immigrant family was 5.1 members,
being larger than that of an average American family with 4.8 members. The numbers of children
were fewer than that of a family in Ireland, probably because birth control was practiced in
America.
Thirdly, I believe that the dominant family structure of Irish immigrants in the late 19th cen-
tury was the simple family household, as they had adjusted themselves to American-style family
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structure. Steve Ruggles, however, emphasizes the importance of the fact that in 1880, 19.5% of
the households of married white Americans were extended family households, though simple
family households constituted 67.3%. Unfortunately, it is not possible to entirely determine the
family types of Irish immigrants because the Hammel-Laslett data does not exist in the NAPP da-
tabase. However, looking at a detailed tabulation of kinship groups in 100 households, an Irish im-
migrant household had a total 15 relatives inside the household while an American household had
33.6, indicating that Irish immigrant households had a rather slim kinship inside. This also shows
that the size of a household of Irish immigrants was larger than that of Americans. This is proba-
bly due to the limitation in extension of kinship among Irish immigrants, especially the declining
number of descendent relatives, as well as to the large number of children born.
Besides, it should also be noted that Irish immigrant households often accepted many lodgers
or boarders. We view this as part of the Irish immigrants’ family strategy, and also as an embodi-
ment of their identity, or nationalism.
Fourthly, it is found that a majority of the heads of Irish immigrant households were semi-
skilled or unskilled workers. Those who worked as general laborers account for 29.1%, followed
by farmers at 18.2%, operatives and kindred workers at 9.7%, managers /officials at 7.1% and
main operatives and laborers at 3.2%. In the case of the heads of American households, on the
contrary, farmers constitute the largest number at 48.2%, followed by general laborers at 10.9%,
farm laborers /wage workers at 6.8%, managers /officials at 5.0%, operatives and kindred workers
at 3.8% and carpenters at 3.2%. This comparison clearly shows the difference in jobs of Irish im-
migrants and Americans.
Among the other members of Irish immigrant households, sons mostly succeeded the jobs of
their fathers. But job types gradually became diversified. As a result, in an Irish immigrant house-
hold, the head and the sons played an instrumental role in earning their living while their spouses
and daughters played a supporting role. I conclude that this was the family strategy of the Irish
immigrants.
I have mostly verified the above hypothesis using several data, and my future task is to inter-
pret the results in the context of history.
